
エジプト・アラブ共和国
ナイルデルタ地域

上下水道公社運営維持管理能力向上
プロジェクト

中間レビュー調査
報告書

独立行政法人国際協力機構
地球環境部

平成24年11月
（2012年）

環境

12-228

JR





エジプト・アラブ共和国
ナイルデルタ地域

上下水道公社運営維持管理能力向上
プロジェクト

中間レビュー調査
報告書

独立行政法人国際協力機構
地球環境部

平成24年11月
（2012年）





 

i 

目     次 

 
目 次 .................................................................................................................................................................... i 
対象サイト位置図 .............................................................................................................................................. ii 
略語表 ................................................................................................................................................................. iii 
中間レビュー調査結果要約表 .......................................................................................................................... iv 

第 1 章 中間レビュー調査の概要 ................................................................................................................. 1-1 
1-1 プロジェクトの背景と概要 ............................................................................................................... 1-1 
1-2 調査団派遣の目的 ............................................................................................................................... 1-1 
1-3 調査団の構成 ....................................................................................................................................... 1-2 
1-4 エジプト国主要面談者 ....................................................................................................................... 1-2 
1-5 現地調査日程 ....................................................................................................................................... 1-2 

第 2 章 中間レビュー調査の方法 ................................................................................................................. 2-1 
2-1 中間レビューの概要と評価項目........................................................................................................ 2-1 
2-2 中間レビューの手順と方法 ............................................................................................................... 2-1 

第 3 章 プロジェクトの実績 ......................................................................................................................... 3-1 
3-1 投入実績 ............................................................................................................................................... 3-1 
3-2 成果の達成状況 ................................................................................................................................... 3-2 
3-3 プロジェクト目標の達成状況............................................................................................................ 3-5 
3-4 実施プロセス ....................................................................................................................................... 3-6 

第 4 章 5 項目による評価 .............................................................................................................................. 4-1 
4-1 妥当性 ................................................................................................................................................... 4-1 
4-2 有効性 ................................................................................................................................................... 4-2 
4-3 効率性 ................................................................................................................................................... 4-4 
4-4 インパクト ........................................................................................................................................... 4-4 
4-5 持続性 ................................................................................................................................................... 4-5 
4-6 結論 ....................................................................................................................................................... 4-7 

第 5 章 提言と教訓 ......................................................................................................................................... 5-1 
5-1 提言 ....................................................................................................................................................... 5-1 
5-2 教訓 ....................................................................................................................................................... 5-2 

 
添付資料 
付属資料 1: 協議議事録（M/M: 署名済み） 
付属資料 2: 評価グリッド（評価結果） 
付属資料 3: 日本人専門家に対する質問表・面接調査の回答集計結果 



 

ii 

対象サイト位置図 

 

 

エジプト  

レバノン 

シリア 

イスラエル 

ヨルダン 

サウジアラビア 

リビア 

スーダン 

キプロス 

カイロ

アレキサンドリア 

2

1

10

9

5
8

紅海 

地中海 

マトルーフ 

ギザ 

ファイユー

ベニスエフ

ミニヤ 

シャマールシナイ

スエズ 

ジャヌーブシナイ

アルバハルアルアハマル 

アルフディアルジャディーバ 

アスワン 

ケナ 

ソハグ 

アシュート 

ナイルデルタ地域の県 
 

1.  ダカリーヤ 
2.  ベヘイラ 
3.  ガルビーヤ 
4.  カフルエルシェイク 
5.  イスマイリア 
6.  ミヌフィア 
7.  カルオビア 
8.  シャルキーヤ 
9.  ポートサイド 
10. ダミエッタ 

エ ジ プ ト 

ナ
イ
ル
川 

0 100km 

50 

7

3

6

ミヌフィア県 

ガルビーヤ県 

シャルキーヤ県

4



 

iii 

略 語 表 

略語 正式名 日本語 

APO Annual Plan of Operations 年間実施計画 
C/P Counterpart Personnel カウンターパート 
DMA District Meter Area 配水管理区画 
Experts Japanese experts 日本人専門家 
GHAPWASCO Gharbia Potable Water and Sanitation 

Company 
ガルビーヤ県上下水道公社 

HCWW Holding Company for Water and 
Wastewater 

全国上下水道公社持株会社 

IMRP Iron/Manganese Removal Plants 鉄・マンガン除去施設 
JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 
JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構 
MCWW Minufia Company for Water and 

Wastewater 
ミヌフィア県上下水道公社 

M / M  Minutes of Meetings/Man Month 議事録/人月 
M N F  Minimum Night Flow 夜間最小流量調査 
N R W  Non-Revenue Water 無収水 
N W R P  National Water Resources Plan エジプト国家水資源計画 
N O P WA S D  National Organization for Potable Water 

Supply and Sanitary Drainage 
全国上下水道庁 

O & M  Operation and Maintenance 運転維持管理 
ODA Official Development Assistance 政府開発援助 
OJT On-the-Job Training 実地訓練（OJT） 
OVI Objectively Verifiable Indicators 指標 
PDM Project Design Matrix PDM 
P&ID Piping & Instrumentation Diagram 配管計装線図 
PO Plan of Operations 実施計画 
R/D Record of Discussions 討議議事録 
SHAPWASCO Sharkiya Potable Water and Sanitation 

Company 
シャルキーヤ県上下水道公社 

SOP Standard Operation Procedures 標準作業手順書 
Team Mid-Term Review Team 中間レビューチーム 
TOT Training of Trainers トレーナー育成研修（TOT） 
WTP Water Treatment Plant 浄水場 
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中間レビュー調査結果要約表 
I. 案件の概要 
国名： エジプト国 案件名： ナイルデルタ地域上下水道公社運営維持管

理能力向上プロジェクト 
分野： 水資源・防災 援助形態： 技術協力プロジェクト 
所轄部署： 地球環境部 協力金額（評価時点）：約 3 億円 

協力相手先機関： 
全国上下水道公社持株会社（HCWW）、シャルキーヤ

県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県上下水道公社

（SHAPWASCO, GHAPWASCO, MCWW） 
協力期間： 2011 年 4 月～2014 年 3 月 日本側協力機関： 
1. 協力の背景と概要 

エジプト国は上下水道整備を開発政策の重点課題の一つとして対応を進めるとともに、実施機

関（上下水道事業体）の経営改善を進めるため、その公社化を進めている。現在、統括機関であ

る全国上下水道持株会社（HCWW）の傘下で県別の上下水道公社が水道運営を行っている。 

公社化に伴い、各県の上下水道公社には一層の経営効率改善が要求されており、特に施設の運

転効率化と無収水（Non-Revenue Water：NRW）の削減が急務となっている。独立行政法人国際協

力機構（Japan International Cooperation Agency：JICA）は「シャルキーヤ県上下水道維持管理能力

向上計画プロジェクト（2006～2009 年）」（以下、先行技プロ）を実施し、施設運転標準手順書

（Standard Operation Procedure：SOP）の整備や無収水への対策能力の向上のための支援を実施し

た。同技術協力プロジェクトの結果、シャルキーヤ県の公社の能力向上及び効率改善の効果が確

認された。そこで、HCWW は、先行技プロのノウハウ移転をナイルデルタ地域で展開する構想

を立て、シャルキーヤ県上下水道公社（SHAPWASCO）で育成・向上・蓄積した技術と経験を近

隣県のガルビーヤ県上下水道公社（GHAPWASCO）とミヌフィア県上下水道公社（MCWW）に

移転し、これをナイルデルタ全域への移転のモデルにすること」と「SHAPWASCO の技術をさら

に向上させること」を目的とする技術協力を我が国に要請した。以上の経緯を元に、本プロジェ

クトは 3 年間の予定で実施することになったものである。 

2. 協力内容 
(1) スーパーゴール： 

ナイルデルタ地域において上水道施設の運営維持管理能力が向上する。 
(2) 上位目標： 

シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県において上水道施設の運営維持管理能力が向

上する。 
(3) プロジェクト目標： 

シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル地区・施設において上水道施設の運

営維持管理能力が向上する。 
(4) 成果（アウトプット）： 

1. シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県において上下水道公社の連携を通した人材

育成が強化される。 
2. シャルキーヤ県の事例を参考に、ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設において運

転・維持管理に係る SOP が作成・運用される。 
3. シャルキーヤ県上下水道公社の無収水削減に係る技術・経験がガルビーヤ県・ミヌフィア

県のモデル地区の職員に移転される。 
4. 先行事例として、シャルキーヤ県上下水道公社の配水管理（以下、WDM）に係る能力が

強化される。 
0. プロジェクトが適切に管理・調整される。 
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(5) 投入（2011 年 4 月～中間レビュー時点） 
日本側： 日本人専門家派遣：12 名（2011 年 4-12 月 29.96M/M、2012 年 1-9 月

19.59M/M） 
ローカルエキスパート配置：5 名（SOP 専門家 1 名、NRW 専門家 1 名、

ファシリテーター3 名） 
機材供与：本邦・現地調達分を合わせて 245 万 LE（約 3,170 万円） 
研修員受入：15 名（本邦研修） 
ローカルコスト：35,157,000 円（2011 年 4 月～2012 年 7 月） 

エジプト側： カウンターパート配置：47 名 
施設の提供：日本人専門家のオフィス、ワークショップ用会場等 
機材供与：SOP 活動に必要な施設の修繕や水量計用チャンバー建設等 
ローカルコスト：C/P が研修に参加する際の旅費、日当宿泊費等 

II. 中間レビュー調査団の概要 
調査者： 
【団長･総括】 
【評価企画】 
【評価分析】 

大村良樹 JICA 国際協力専門員 
濱野 聡 JICA 地球環境部 水資源・防災グループ水資源第一課 
岩瀬 信久 有限会社アイエムジー パートナー 

調査期間：2012 年 11 月 9 日～2012 年 11 月 29 日 評価種類：中間レビュー 
III. 調査結果の概要 
1. 調査結果の要約 

(1) 妥当性 
エジプト国政府は上水道システムの改善を「第 6 次経済社会開発 5 ヵ年計画（2007/08 年～

2011/12年）」、エジプト・ミレニアム開発目標（2005年-2015年）、エジプト国家水資源計画（NWRP、
2003 年-2017 年））において優先課題として位置づけている。このように、本プロジェクトはエ

ジプト政府の開発政策と整合性が取れている。 

本案件の実施機関である SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW はそれぞれシャルキーヤ県、

ガルビーヤ県、ミヌフィア県における安全な水を供給するための上水道施設を運転維持管理し

ている公社である。HCWW はこれら 3 公社を含めた 24 の上下水道公社の活動を監督している。

3 公社では上水道施設を適切に運転・維持管理できる人材・能力が限られており、その結果、供

給されている上水の量と質は不安定で、能力向上ニーズは極めて高いものであった。このよう

に、本プロジェクトはターゲット・グループのニーズとの整合性が高い。 

我が国の ODA 政策では援助重点分野の一つに「貧困削減と生活水準の向上」を掲げるととも

に、上下水道整備を含む「公共サービス拡充・改善」をその優先セクター目標に定めている。

本プロジェクトは施設運転標準手順書（SOP）の作成や無収水（NRW）削減活動が実施された

「シャルキーヤ県上下水道公社運営維持管理能力向上計画プロジェクト」で育成・向上した効

果的な運営維持管理能力向上のアプローチをナイルデルタ地域全体に普及させることを目指し

ている。また、本プロジェクトでは日本に比較優位がある SOP に基づく上水道施設運営維持管

理や水質データ管理の技術・経験が活用されている。 

以上のような観点から、本プロジェクトの総合的な妥当性は「非常に高い」と評価できる。 

(2) 有効性 
本プロジェクトの実施により、SHAPWASCO、GHAPWASCO 、MCWW において上水道施設

を運転･維持管理する総合的な能力が大幅に向上している。現時点では、プロジェクト終了まで

に 4 つの成果とプロジェクト目標が達成される見通しは高いと評価できる。ほとんどの C/P と

専門家がこれまでの成果に係る達成度に関して高い満足度を示しているものの、まだ完全に達

成されていない部分が各成果分野に残っている。特に、成果 4 の達成度は限定的であり、今後、

配水管理（WDM）に係る活動を着実に実施していく必要がある。 
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また、プロジェクト目標の達成を測る業務指標（PI）が中間レビューまでに設定されていなかっ

たことから、同指標に基づく定量的な評価はできなかった。中間レビュー時に開催された JCC
において同指標が設定されたことから今後、これらの指標に基づいた継続的なモニタリングと

目標達成に向けての努力が、プロジェクト目標達成の上で重要となる。以上を総合的に判断す

ると、本プロジェクトの有効性は「中程度」であると評価する。  

(3) 効率性 
プロジェクト開始から中間レビュー時までに合計 12 名の専門家が派遣され、47 名の C/P が

HCWW、SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW から配置された。専門家と C/P の間で様々な

研修活動が実施され、概ね効果的・効率的な技術移転が実施されている。本プロジェクトはエ

ジプト側と日本側で円滑なコミュニケーションが確実に図れるよう、エジプト人ファシリテー

ターを 3 名配置し、C/P と専門家との間の情報交換促進や、現地事情の理解に基づいたプロジェ

クト実施上のアドバイスを得る等の工夫をしており、ファシリテーターの存在が密接なコミュ

ニケーションと情報共有のメカニズムの構築に大いに貢献している。機材供与は調達に遅れが

あるものの、日本人専門家によって有効な技術移転が行われる上で概ね適切だったと考えられ

る。C/P の本邦研修は効果的に実施され、本邦研修に参加した C/P の多くがプロジェクト活動に

積極的に参加しており、プロジェクトを牽引する中核メンバーとして機能している。 

本プロジェクトはエジプト・日本側双方の投入が相対的に大きいが、それが広範な技術領域、

地域（3 県にわたる複数のモデル地区・施設）をカバーする 4 つの成果達成に確実に還元されて

いる。エジプトの政治情勢や大統領選の影響、WDM 分野の機材の内容・必要性に係る双方の認

識の違い等により調達の遅れなどがあるが、プロジェクトの効率性を大きく阻害したとは判断

されない。本プロジェクトの総合的な効率性は「比較的高い」と判断される。 

(4) インパクト 
本プロジェクトの先行技プロではモデル地区・施設における SOP の作成や NRW 削減に係る

能力向上が行われ、シャルキーヤ県ではその後、モデル地区以外の地域にプロジェクト成果を

普及する等、一定のインパクトと持続性が確保されている。本プロジェクトを通して、先行技

プロで能力向上したシャルキーヤ県職員がトレーナーとして育成されており、各公社の上水道

施設等で技術職員の能力開発・向上に貢献している。また、他の水道公社への SOP・NRW 削減

活動に関する意識啓発活動を行い、水道公社同士の交流を図ることで、それまでになかったチー

ムワークや公社間連携が生まれつつある。本プロジェクトで引き続き 3 つの水道公社職員の

SOP、NRW、WDM の理解・実践面での能力強化が行われ、モデル地区・施設での成果が 3 県全

体に波及していけば「シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県において上水道施設の運

営維持管理能力が向上する」との上位目標達成の見込みは十分にあると判断する。 

しかし、「中間レビュー時点では本プロジェクトの成果がどの程度、他の上水道施設や他県に

波及するかは不透明」であり、本プロジェクトの将来的なインパクト発現・拡大の実現可否は、

持続性確保・向上に向けた HCWW と 3 公社のコミットメントや、内部人材育成体制がいかに有

効に機能していくかどうかにかかっている。 

(5) 持続性 
以下の理由により、「比較的高い持続性を有する一方、現時点では持続性確保の見通しは不透

明である」と評価する。 

本プロジェクトを通じて、シャルキーヤ県に加え、ガルビーヤ県とミヌフィア県の主要メン

バーである C/P も SOP と NRW の分野のトレーナーとしての能力を高めている。シャルキーヤ

県では先行技プロ終了後、間もなく専門部署である SOP 部、NRW 部、WDM 部が設置され、そ

れぞれ積極的に活動に取り組んでおり、先行技プロの組織的持続性は高い。ガルビーヤ県とミ

ヌフィア県でもシャルキーヤ県と同様の組織改正の動きがある。本プロジェクトの C/P は自身

や組織の能力開発・向上に対するモチベーションが高く、公社間の人材育成に係るネットワー
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クも整備されつつあるため、組織面、技術面での持続性は比較的高いと判断できる。 

一方、本プロジェクトの成果をプロジェクトの対象 3 県全体に効果的に普及・拡大させてい

くための制度面、財務面の仕組みについては課題があると考えられる。制度面については、

HCWW がどのように各公社への情報共有の仕組みを構築し、連携を促進していくかを具体的に

計画していくことが課題となっている。財務面については、各水道公社の経営効率化と継続的

な人材育成・組織能力開発に係る予算措置努力が重要になる。これらの課題について今後、

HCWW が対応策を検討・明確化していくことが総合的な持続性確保のために必要である。 

2. 阻害・貢献要因の総合的検証 
(1) 貢献要因 
本プロジェクトの貢献要因には以下の 4 点が挙げられる。 

(a) 本プロジェクトでは、多様な技術分野と多くの C/P のニーズに対応するために、様々な

リソースと手法を活用した効果的なプロジェクト運営が行われた。SOP 作成と NRW 削

減活動に関するミニセミナー、実地訓練（OJT）、トレーナー研修（TOT）、本邦研修等

の様々な研修手法が適切に活用された。 

(b) プロジェクトチームはステアリング・コミッティ会議、頻繁なチーム会議、日々の協働

作業で緊密かつ友好的な情報共有・コミュニケーションを取っている。高レベルのチー

ム内の相互理解と C/P の本プロジェクトへの関心が、チーム内の情報共有とプロジェク

ト運営に係わる課題に関する議論をさらに誘発している。 

(c) 専門家チームは日本側の投入として、エジプト人ファシリテーターを 3 名配置し、C/P
と専門家との間の情報交換促進や、現地事情の理解に基づいたプロジェクト実施上のア

ドバイスを得る等の工夫をしてきた。専門家チームに日本人とエジプト人の両方を配置

することにより、効果的な能力向上を実施することができている。 

(d) 先行技プロの SOP や NRW 活動に係る成果や経験が、本プロジェクトの成功の基盤と

なっている。先行技プロの実施以来、SHAPWASCO での成功例や経験がナイルデルタ地

域の上下水道公社に広く紹介されてきた結果、本プロジェクト開始時から GHAPWASCO
と MCWW では、自身の能力向上への期待が大きく高まっていた。同時に、本プロジェ

クトでは、公社間での効果的な情報共有やコミュニケーションを促進しており、C/P の

間で「連携と競争」の適切なバランスを生み出している。さらに、上層部（プロジェク

ト・ディレクターやプロジェクト・マネージャー）やすべての C/P の間に、本プロジェ

クトに対するオーナーシップや高いコミットメントがあり、期待されている成果の発現

やプロジェクト目標の達成に貢献する要因となっている。 

(2) 阻害要因 
上水道施設、特に選定されたモデル施設・地区に関する以下の事項が、本プロジェクトの有

効性と効率性の面でプロジェクト目標達成の阻害要因となったと指摘できる。 

(a) 効果的な設備設計という観点で「初期設計が不適切な施設」が多々あった。そのため、

本プロジェクトでは SOP 作成とそれに基づく運営に係る能力向上を図るために、多くの

時間がこれら施設の改修や交換に費やされた。 

(b) 多くの場合、施設に関する図面、マニュアル、機材説明（書類）が存在せず、本プロジェ

クト実施にあたり必要な図面や文書をゼロから作成しなければならなかった。 

(c) 水道公社職員は水道施設の試運転が行われていた 1 年間に通常は施設建設会社の責任の

下で実施されるごく基本的な施設運営維持に関する研修さえも受けていなかった。 

3. 結論 
本プロジェクトでは、プロジェクト活動に多少の遅れが見られるものの、上水道施設の運営
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維持管理能力の強化が着実に進展している。 

本プロジェクトは、エジプト国政府の開発政策、ターゲット・グループの開発ニーズ、日本

の援助政策のいずれとも整合性が取れており、非常に高い妥当性を有する。プロジェクト目標

と成果の達成度を測る指標が今後、しっかりと設定されモニターされていく必要があるが、総

合的な上水道施設運営維持管理能力は大幅に向上しており、本プロジェクトの有効性は中程度

と判断される。プロジェクト活動に多少の遅れがあるが、これまでの投入全体が、期待される

成果の発現の基盤構築に適切に転換されており、本プロジェクトの効率性は比較的高いと評価

できる。本プロジェクトで期待されるインパクト発現の可能性と規模の見通しを立てることは

中間レビュー時点では難しいが、効果的な上水道施設運営維持管理を継続していくための基礎

は構築されつつある。最後に、現時点の組織的・技術的側面での進捗状況と見通しから、本プ

ロジェクトが持続性を確保していく見込みは比較的高いと評価される。 

本プロジェクトは、上水道施設の運営維持管理に係る標準手順がほとんどないという状況か

ら効果的な施設運転標準手順を体系的に作り上げるという挑戦的なプロジェクトだったと言え

るが、これまでのところ、妥当な成果をもたらしていると判断される。エジプト側 C/P のオー

ナーシップ、モチベーション、コミットメントは非常に高く、残り期間にも高い関心を持って

本プロジェクトに取り組むものと考えられる。プロジェクト目標を確実に達成するには、本プ

ロジェクトの残り期間に C/P と専門家がその連携をより一層高め、活動に取り組んでいくこと

が重要となる。それにより、本プロジェクトのインパクト拡大と持続性の確保につながってい

くこととなろう。 

4. 提言 
(1) 業務指標（PI）目標値（ターゲット）の設定 

業務指標（PI）の項目は、2012 年 11 月 26 日の JCC において PDM のプロジェクト目標の

指標として承認されたが、2013年10月に実施予定の終了時評価で達成度を評価できるよう、

業務指標（PI）の目標値（ターゲット）をできるだけ早く設定すべきである。 

(2) GHAPWASCO と MCWW での専任（フルタイム）プロジェクト・ユニット設置 
両公社では C/P が適切に配置されているものの、通常業務との兼務であり、プロジェクト

活動に必要な車が十分に用意されていない等の課題もある。両公社が正式に、専任（フル

タイム）のプロジェクト・ユニットを設置することを要請する。 

(3) 全国上下水道庁（NOPWASD）と水道公社間のフィードバックと施設移管（引継ぎ） 
NOPWASD と水道公社が両者間の関係を強化し、両者間のフィードバックと施設移管（引

継ぎ）の仕組みを確立することを提案する。それにより、SOP 活動の効率性と有効性が一

層、高まり、ひいては施設設計改善につながることも可能になる。 

(4) HCWW によるプロジェクト成果普及に関するロードマップの策定 
本プロジェクトで育成・向上・蓄積した知識と経験をプロジェクト終了後にナイルデルタ

地域全体に普及していくために、制度的な普及体制、予算とリソースの確保、具体的な実

施スケジュール等を明記したロードマップを、HCWW が策定することが必要である。 

5. 教訓 
(1) 現場（フィールド）での実践的な技術移転アプローチの重要性 

本プロジェクトでは、モデル施設・地区における活動を重点にして上水道施設運営維持管

理能力向上を図ってきた。このような現場中心の実践的な技術移転のアプローチは、多くの

ドナーからの技術支援を受けてきたエジプト側関係機関から「具体的、実践的で効果が高い」

と高く評価されている。このような実践的な技術支援アプローチは JICA 技術協力プロジェク

トの大きな特徴であるが、本プロジェクトでの C/P 機関関係者からの高い評価の声も踏まえ

て、上水道セクターを中心に今後もこのようなアプローチを重視していく必要があると考え
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られる。 

(2) 組織間の「連携と競争」を促進するプロジェクト実施体制の重要性 
本プロジェクトでは先行技プロで一足先に能力向上した SHAPWASCO の技術・経験を活か

して、それに続く 2 つの上下水道公社の能力向上を図ることで、ナイルデルタ地域全体の公

社に技術移転が進む「好循環（サイクル）」をつくり出すことを目指してきた。この好循環形

成は現時点でうまく行きつつあると評価されるが、それを可能にしている要因として、(1) 先
行技プロや本プロジェクトでの成功体験を、セミナー等を通じて幅広い関係者に周知して、

後から追いつくべき組織の目指すべき方向を示していること、(2) セミナーや各種研修等のプ

ロジェクト活動を通じて、関係機関の情報共有と連携のネットワークを形成し、その中で組

織間の「連携と競争」の意識を醸成してきていること、(3)上記 2 つの点を含めて HCWW とい

う統括組織が適切に傘下の上下水道公社への情報提供と指導・調整を行っていること、があ

げられる。このような組織間での連携と競争のバランスの形成・促進は、実施機関側のオー

ナーシップの程度や組織文化にもよるが、組織間ダイナミズムを形成・促進して組織能力の

向上に大きく貢献するメカニズムを生み出すと考えられる。 JICA 技術協力プロジェクトの設

計・実施において、このようなメカニズムを可能にする実施体制をつくりあげていくことが

重要である。 

(3) 技術移転内容に伴う供給資機材の選定について 
本プロジェクトでは配水管理に係る技術移転内容と、それに伴う必要機材の仕様や数量に

ついて、エジプト側と日本側の認識が異なっていたために、両者間の合意を得るまでに長い

時間を必要とし、結果的にプロジェクト活動の遅れを招いた。最大の要因は、プロジェクト

で対応・技術移転すべき効果的な配水管理の方法と、それに伴う必要機材の概要が、プロジェ

クト設計・開始時点で明確になっていなかったことである。具体的な技術移転の概要と、そ

れに伴って必要となる供給機材については、プロジェクト開始以前に、その目的、背景、基

本仕様等の詳細内容を明確にして、関係機関の間の認識の違いを最小限に抑えて、プロジェ

クトの有効性・効率性を確保していくことが重要である。 
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Summary of Mid-Term Review 
1. Outline of the Project 
Country: The Arab Republic of Egypt Project Title: The Project for Improvement of Management 

Capacity of Operation and Maintenance for Water Supply 
Facilities in Nile Delta Area

Issue/Sector：Water Resources Cooperation Scheme：Technical Cooperation 
Division in Charge:  
Water Resources and Disaster 
Management Group, Global 
Environmental Dept. 

Total Cost:  

Period of Cooperation: 
April 2011 – March 2014 (3 years) 

Partner Country’s Implementing Organization: 
Holding Company for Water and Wastewater (HCWW),  
Sharkiya Potable Water and Sanitation Company 

(SHAPWASCO),  
Gharbia Potable Water and Sanitation Company 

(GHAPWASCO),  
Minufia Company for Water and Wastewater (MCWW) 
Supporting Organization in Japan: -

1-1. Background of the Project 
The Arab Republic of Egypt (hereinafter referred to as “Egypt”) has been striving to improve water 

utilization efficiency and protection of water resources in order to supply clean and safe water to the 
growing population. Towards achieving this goal, in 2004, the Government established the Holding 
Company for Water and Wastewater (HCWW) and designated water-supply entities into public corporations. 

Since the managerial responsibility for operation and maintenance (O&M) of water supply facilities was 
transferred to public corporations, each company was urged to improve operational efficiency and reduce 
Non-Revenue Water (NRW), which is potable water that cannot be billed, for example, leakage and illegal 
taps. Given the request by the Egyptian government, JICA carried out a technical cooperation project, “The 
Project for Improvement of Management Capacity of Operation and Maintenance for SHAPWASCO 
(Sharkiya Potable Water and Sanitation Company)” between 2006 and 2009 (hereinafter referred to as “the 
previous technical cooperation project”), which confirmed the effectiveness of utilizing Standard Operation 
Procedure (SOP) and implementing NRW reduction activities in the improvement of operational efficiency. 

HCWW formulated a plan to transfer successful practices and lessons learned from the previous technical 
cooperation project to Nile Delta Area for improving management capacity. Given this background, the 
Egyptian government requested technical cooperation from the Government of Japan for promoting the 
transfer of technologies produced in the previous technical cooperation project to GHAPWASCO and 
MCWW as well as further improving the technology of SHAPWASCO, which led to the implementation of 
the Project for 3 years. 

1-2. Project Overview 
(1) Super Goal:  

Management capacity of operation and maintenance of water supply facilities is improved in Nile 
Delta Area. 

(2) Overall Goal of the Project:  
Management capacity of operation and maintenance of water supply facilities is improved in Sharkiya, 
Gharbia and Minufia Governorates. 

(3) Project Purpose: 
Management capacity of operation and maintenance of water supply facilities is improved at the model 
areas/facilities in Sharkiya, Gharbia and Minufia Governorates. 

(4) Outputs  
1) Human Resource Development through collaboration among water supply companies in Sharkiya, 

Gharbia and Minufia Governorates is strengthened.
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2) Based on the experiences of SHAPWASCO, SOPs are developed and utilized at the model facilities in 
Gharbia and Minufia Governorates. 

3) The institutional skills and experiences of SHAPWASCO for NRW reduction are transferred to NRW 
teams at the model areas in Gharbia and Minufia Governorates. 

4) The water distribution management capacity is improved in Sharkiya Governorate as an advanced 
model. 

0) The project is managed and coordinated properly. 
 

(5) Inputs (As of the Mid-Term Review)   
Japanese side: 

- Japanese Experts: A total of 12 Experts (May-December 2011: 29.96 M/M, January-September 
2012: 19.59 M/M) 

- Local Experts: A total of 5 Experts (1 SOP expert, 1 NRW expert, and 3 facilitators) 
- Machinery and Equipment: LE 2.45 million including those procured in Japan and in Egypt 
- C/P Training in Japan: A total of 15 trainees 
- Local Cost: JPN 35,157,000 (April 2011 – July 2012) 

 Egyptian Side： 
- C/Ps: A total of 47staff members 
- Office Space: Office space for Japanese experts, rooms for workshop, etc. 
- Facilities and Equipment: The rehabilitation of facilities for SOP activities and the construction of 

chambers for flow meters, etc. 
- Local Cost: the travel and accommodation costs, per diem for C/Ps, etc. 

 
2. Evaluation Team 
Members of 
Evaluation Team 
(Japanese side) 

[Leader] 
[Evaluation Planning]
[Evaluation Analysis]

Mr. Yoshiki OMURA, Senior Advisor, JICA 
Mr. Satoshi HAMANO, Global Environment Department, JICA 
Mr. Nobuhisa IWASE, Partner, IMG Inc. 

Evaluation Period November 9 - 29, 2012 Type of Evaluation：Mid-Term Review
3. Results of Evaluation 

3-1. Summary of Evaluation Results 
(1) Relevance  

Egypt sets the improvement of potable water supply system as its priority area in the Sixth Five-Year Plan 
(2007/08-2011/12), the Egyptian Millennium Development Goals (MDG, 2005-2015), and the National 
Water Resources Plan for Egypt (NWRP) (2003-2017). The Project is in line with the development policies 
of Egypt. 

SHAPWASCO, GHAPWASCO and MCWW are the three public potable water and wastewater companies 
among 24 that are overseen and monitored by HCWW, and they are responsible for effective operation and 
maintenance of water supply facilities to provide clean and safe water in each Governorate; Sharkiya, 
Gharbiya and Minufia, respectively. Management capacity of three companies to properly operate and 
maintain the facilities were insufficient, causing the quantity and quality of treated water to be unreliable, 
which have created a strong need for capacity development at these water supply companies. Therefore, these 
three companies are appropriate organizations to be selected for the Project’s target groups. 

Japan’s Country Assistance Program for Egypt sets “poverty reduction and improvement of living 
standard” as one of the assistance program goals while making “enhancement and improvement of public 
services,” which includes water supply and sewage development, one of the three priority sector goals. The 
Project is aiming to transfer the successful practices and lessons learned accumulated in the previous 
technical cooperation project, which entailed the formulation of SOPs for facilities and implementation of a 
program for addressing NRW, throughout the Nile Delta area. The Project utilizes O&M of water supply 
facilities based on SOP and management of water quality, in which Japan has technological and empirical 
advantages. 

Based on the above-mentioned perspective, the overall relevance of the Project is evaluated to be very 
high. 
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(2) Effectiveness 
C/Ps’ management capacity to operate and maintain water supply facilities at SHAPWASCO, 

GHAPWASCO and MCWW is being improved by the Project. The prospect of achieving four outputs and 
the Project Purpose by the end of the Project period is evaluated to be high. According to the 
Questionnaire/Interview Surveys, most of C/Ps and Experts show strong confidence in the achievement of 
the Project Purpose by the end of the Project period. It is required that all the Project activities be properly 
implemented in the rest of the Project period, particularly in Outputs 4 (WDM capacity development). 

Concrete items of PIs were discussed and agreed upon at the third Joint Coordinating Committee (JCC) 
held during the Mid-Term Review. Continuous monitoring on these PIs and more actions toward the 
achievement of the Project Purpose are necessary. Therefore, the overall effectiveness of the Project is 
evaluated as medium. 

(3) Efficiency 
From the outset of the Project, a total of twelve Experts were assigned to the Project, while a total of 47 

C/Ps were assigned from HCWW, SHAPWASCO, GHAPWASCO and MCWW to the Project. Effective and 
efficient technical transfer is being carried out by C/Ps and Experts through a variety of capacity 
development activities. Three Egyptian facilitators were assigned to provide support for Experts and C/Ps in 
communication and translation work as well as to resolve emerging issues caused by intercultural 
misunderstanding. Facilitators contributed to build a mechanism of close communication and information 
sharing. Despite some delays in procurement of equipment, the provision of equipment was more or less 
appropriate for effective technical transfer by Experts. C/P training in Japan was effectively implemented. As 
a result, most of C/Ps trained in Japan have actively participated in the Project activities and functioned as 
core members for leading the Project. 

While the scale of inputs by both Egyptian and Japanese sides is relatively large, appropriate inputs are 
being efficiently converted to generate expected four Outputs that cover wide technical and geographical 
areas (model areas/facilities over three Governorates). Although there were some delays in procurement of 
equipment due to political impacts from the presidential election and the different views on equipment 
selection between the Egyptian and Japanese sides, it is difficult to say that the delays significantly hindered 
the Project’s efficiency. Therefore, overall efficiency is evaluated to be relatively high. 

(4) Impact 
The previous technical cooperation project carried out capacity development in SOP application and NRW 

reduction in model areas/facilities, and the Sharkiya Governorate maintains a certain level of impact and 
sustainability after the implementation of the project. 

Through the Project, under the assistance of Experts, SHAPWASCO members were trained as trainers for 
other companies and are contributing to capacity development of technical staff of water supply facilities. 
The Project has sensitized other water supply companies and increased interaction among water supply 
companies, which result in team working and collaborations among these companies. The prospect of 
achieving the Overall Goal is evaluated to be high if the Project continues to conduct capacity development 
in theoretical knowledge and practical skills of SOP, NRW and WDM in three companies and the Outputs in 
model areas/facilities spread throughout the three Governorates. 

However, since how the Project Outputs are going to be transferred to other water supply facilities is 
unclear, it is difficult to foresee the potentiality and scale of expected impact of the Project at the Mid-Term 
Review. The emergence and expansion of impact is mainly dependent upon commitment of HCWW and 
three companies to ensuring and improving sustainability as well as how effectively and efficiently the 
internal capacity development efforts will continuously be implemented within and among the three 
companies. 

(5) Sustainability 
While the prospect of achieving sustainability is evaluated to be relatively high, the prospect of achieving 

sustainability is unclear at the time of the Mid-Term Review due to the following reasons. 

The Project has improved capacity of core C/P members in GHAPWASCO and MCWW as well as 
SHAPWASCO as trainers in SOP and NRW. After the completion of the previous technical cooperation 
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project, SHAPWASCO established departments specialized in SOP and NRW, and is implementing activities 
through each specialized department; therefore, the organizational sustainability of the previous technical 
cooperation project is evaluated to be high. Following the good practice of SHAPWASCO, GHAPWASCO 
and MCWW are working toward establishing the specialized departments. Since C/Ps has commitment to 
capacity development and internal capacity development system if being established, organizational and 
technical sustainability is evaluated to be relatively high.  

On the other hand, the institutional and financial mechanism to effectively transfer and spread the Project’s 
Outputs to the rest of the three Governorates requires more attention. As for the institutional mechanism, 
HCWW needs to formulate specific plan as to how to establish a system to share information with each water 
supply company and promote collaboration. As far as financial aspect is concerned, improvement of water 
companies’ management efficiency and implementation of securing budget become serious challenges. It is 
necessary that HCWW consider and clarify the actions to address these challenges in order to secure overall 
sustainability. 

3-2. Contributing and Impeding Factors 
(1) Factors that contributed to the achievement of the Project Purpose 

The following is four contributing factors of the Project. 

 Capacity development of C/Ps in the Project is being effectively implemented by utilizing various 
resources available to cover diverse technical fields and a number of C/Ps’ needs. A variety of capacity 
development methods were adopted appropriately: Mini-seminars for SOP and NRW reduction 
activities, On-the-Job Training (OJT), TOT, and Training in Japan. 

 The Project team maintains a close and friendly communication and interaction among each other 
through Steering Committee meetings, frequent Project Team meetings and daily collaborative works. 
High level of mutual understanding among the Project team members as well as of enthusiasm in 
participating in the Project by C/Ps has been bringing about increasing to share information and discuss 
any issues regarding the Project implementation. 

 Expert Team has employed 3 Egyptian facilitators, as an input from JICA, to support information 
exchange between C/Ps and Experts and to offer advice on issues regarding the Project activities based 
on local understandings. By including both Japanese and Egyptian members in the Expert Team, the 
Project is able to ensure effective capacity development. 

 The achievements and experiences on SOP and NRW activities from the previous technical cooperation 
project are the good basis and foundation for the success in the Project. According to the Chairman, 
SHAPWASCO now applies SOP and NRW activities in around 60-70% of its facilities all over the 
Governorate, which indicates that SHAPWASCO maintains high level of impact and sustainability. 
Capacity on SOP and NRW measures are being transferred to GHAPWASCO and MCWW by 
SHAPWASCO members, whose skills and knowledge are further strengthened through the Project. At 
the same time, effective communication and information sharing among the three water supply 
companies has been promoted under the Project. 

(2) Factors that impeded the achievement of the Project Purpose 
The following aspects in relation to the water supply facilities, particularly of the selected model 

facilities/areas, are evaluated to be hindering factors to the achievement of the Project Purpose. 

 Since original design of the facilities was often inappropriate, the Project was obliged to spend more 
time on repair and replacement of inappropriate facilities in order to implement the expected capacity 
development for SOP formulation and its application. 

 In most cases there were no facility-related diagrams, manuals and equipment descriptions, which made 
the Project have to start with preparing necessary diagrams and documents from the scratch. 

 Even the minim level of training in facility operation and maintenance was not conducted to the staff of 
the water supply companies during the period of one year for trial operation under the responsibility of 
the facility construction company. 
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3-3. Conclusion 
The Project has made a steadfast progress in strengthening the capacity in operation and maintenance of 

water supply facilities despite some delays in implementation of the Project activities. 

The relevance of the Project is evaluated as very high since it is in line with the Egyptian Government’s 
development policies and Japanese Government’s aid policies while meeting the needs of the target group. 
The effectiveness of the Project is evaluated as medium, because the overall capacity to operate and maintain 
water supply facilities is significantly improving, although some OVIs to measure the degree of the 
achievement of the Project Outputs and Project Purpose have not yet been defined or monitored. The 
efficiency of the Project is evaluated as relatively high since overall inputs have been converted to build a 
basis to generate expected Outputs up to this point despite delays in some of the Project activities. At the time 
of the Mid-Term Review, it is difficult to foresee the potentiality and scale of expected impact of the Project, 
although basic foundations for their continuous efforts to enhance effective operation and maintenance of 
water supply facilities are being established. Lastly, the prospect of achieving sustainability is evaluated to be 
relatively high, considering the Project progress on organizational and technical aspects at this stage. 

Although the Project has been a challenging one, which aims at building up effective O&M procedures in 
a systematic manner from the situation that almost no standard procedures for O&M was implemented, it is 
evaluated that the Project has been bringing about reasonable achievements thus far. Ownership, enthusiasm 
and commitment by the Egyptian C/Ps are very high and they are ready to implement the Project with their 
high interests in the remaining period. In order to surely achieve the Project Purpose, more activities are 
needed in the rest of the Project period with continuous collaboration among C/Ps and Experts, which will 
lead to the increases in the impact and the sustainability of the Project. 

3-4. Recommendations 
The followings are recommended in order to ensure the achievement of the Project Purpose by the end of 

the Project period and to increase the impact and the sustainability of the Project: 

(1) Setting Targets of Performance Indicators 
Although items of performance indicator were approved as OVI of the Project Purpose on the PDM by 
the Joint Coordinating Committee on 26th November, 2012, the Project members should set the targets 
as soon as possible to assess the achievement in terminal evaluation that will be held in October 2013. 

(2) Establishment of Full-Time Work Project Units in GHAPWASCO and MCWW 
C/Ps for NRW and SOP in GHAPWASCO and MCWW have other routine tasks and cannot concentrate 
on the Project activities. In addition, there are not enough vehicles for Project activities and lack of 
vehicle has prevented from implementing the Project activities smoothly. To implement the Project 
activities effectively and efficiently, GHAPWASCO and MCWW are strongly requested to establish 
full-time work project Units officially. 

(3) Feedback and Handover system between NOPWASD and Water and Sanitation Companies 
The Team suggests the strengthening of relationship between NOPWASD and Water supply companies, 
and concretely introduction of Feedback and Handover system between NOPWASD and water supply 
companies, which would have accelerated SOP activities’ efficiency and effectiveness in the Project and 
will improve the facilities design. 

(4) Formulation of Roadmap to disseminate the project effects by HCWW 
To disseminate the knowledge and experience transferred by the Project to whole Nile Delta Area after 
the Project’s completion, HCWW is required to formulate the Roadmap with implementation schedule, 
institutional system for dissemination to whole Nile Delta Area, as well as budget and resources. 
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第1章 中間レビュー調査の概要 

1-1 プロジェクトの背景と概要 

エジプト・アラブ共和国（人口 8,300 万人、面積 100.1 万 km2、一人当たり GNI2,070 ドル（2009、
世界銀行）（以下、「エ」国）は国土の約 95%が砂漠地帯であるため、人口はナイル川旧氾濫原及び

カイロ以北のナイルデルタ地域 に集中している。特に都市部において人口増加による過密化が著し

いため、上下水道をはじめとする都市環境インフラの整備が急務となっている。施設整備をするため

に資金が必要であるが、低い水道料金や過剰人員による水道事業体の赤字経営が 20 年以上続くとい

う構造的な問題があり、施設整備のための財源を拠出するのは難しい状況にある。これら事業経営に

ついて、中央政府から水道事業体に対し十分な補助金が供与されており、経営改善のためのインセン

ティブ不足であったことが、問題を長期化させた一因である。こうした非効率な経営状態を改善する

ために、エジプト国では大統領令により、2004 年から公社化が進められ県別上下水道公社を設立し

た。現在、全国上下水道持株会社（以下、HCWW）が統括機関として機能し、PI（Performance Indicator）
を用いて各上下水道公社の経営改善を比較管理している。また、経営改善を新規投資の条件と位置付

け、各上下水道公社に経営改善、高水準の水道サービスを求めている。しかしながら、非効率な施設

運転や高い無収水率等が依然続き、改善が見られなかったため、2005 年に我が国へ技術協力支援要

請がなされ、「シャルキーヤ県上下水道維持管理能力向上計画プロジェクト（2006～2009 年）」（以下、

先行技プロ）を実施した。先行技プロで、施設運転標準手順書（Standard Operation Procedure：以下、

SOP）の整備や無収水（Non-Revenue Water：以下、NRW）への対策能力の向上プログラムを実施し、

効率改善の効果が確認された。一方、HCWW で実施している既存の研修・訓練は、座学中心の講義

やワークショップで実施されることが多く、シャルキーヤ県上下水道公社（以下、SHAPWASCO）

が習得した実務的な技術・経験を普及するに至っておらず、人材育成の仕組み、適切な維持管理の面

的拡大が次の課題となった。 

こうした状況下、HCWW は、先行技プロのノウハウ移転と同様の改善プログラムをナイルデルタ

地域で展開する構想を立て、SHAPWASCO で醸成された技術を近隣県のガルビーヤ県上下水道公社

（以下、GHAPWASCO）およびミヌフィア県上下水道公社（以下、MCWW）に移転することをモデ

ルにするとともに、SHAPWASCO の配水管理（以下、WDM）の技術を向上させる計画を立案し、

技術協力支援を我が国へ要請した。 

本プロジェクトでは、SOP に基づく維持管理、NRW 対策、適切な配水管理に係る技術移転を通じ、

1）各上下水道公社への補助金削減、2）新たな投資及び開発効果の創出、3）SOP 活動による水質水

量の改善（安全かつ安定した水供給への貢献）、4）NRW 削減活動による配水の効率化、4）上記 1）
～4）を通じた水道セクター全体の質の向上を目指している。 

1-2 調査団派遣の目的 

HCWW 及びプロジェクト対象機関と合同で本プロジェクトの以下の点について分析し、合同評価

報告書に取りまとめ、今後のプロジェクト展開等について協議を行い、JCC でミニッツにて合意する

ことを目的とする。 
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1) 投入実績の確認 
2) 各成果の達成度 
3) 案件目標の達成見込み 
4) 外部条件 
5) 計画の進捗状況 
6) 実績の五項目評価 
7) 現在の課題・阻害要因及び貢献要因 
8) 計画（PDM 等）修正の要否 

 

1-3 調査団の構成 

氏名 担当分野 所属 派遣期間 

大村 良樹 総括 国際協力専門員 11 月 17 日 - 11 月 28 日

岩瀬 信久 評価分析 ㈲ アイエムジー 11 月 9 日 - 11 月 29 日

濱野 聡 協力企画 JICA 地球環境部 水資源第一課 11 月 17 日 - 11 月 28 日

 

1-4 エジプト国主要面談者 

Mr. Abdel Kawy Khalifa, Minister of Water Supply and Sanitation Facilities / 上下水道省大臣 
Mr. El Sayed Nasr Arafat, Chairman, HCWW / 全国上下水道公社持株会社総裁 
Mr. Salah Bayoumi, Head of Project Sector, HCWW / 同上プロジェクトセクター長 
Mr. Ahmed Abdeen Chairman, SHAPWASCO / シャルキーヤ県上下水道公社総裁 
Mr. Ayman Abd El Kader, Chairman, GHAPWASCO / ガルビーヤ県上下水道公社総裁 
Mr. Ezzat Ibrahim El-Sayad, Chairman, MCWW / ミヌフィア県上下水道公社総裁 

 

1-5 現地調査日程 

月 日 コンサルタント JICA 
11/9 Fri PM 成田発  

11/10 Sat 
10:40 カイロ着  

16:00-17：30 専門家と打ち合わせ  

11/11 Sun 
9:00-10:00 JICA エジプト事務所  

11:00-15:00 HCWW 表敬訪問、協議  

11/12 Mon 

7:00-9:00 
9:00-10:30

Tanta へ移動 
GHAPWASCO 総裁との協議  

11:00-14:00
15:00-16:00
16:00-18:00

GHAPWASCO C/P へのヒアリング 
GHAPWASCO 現地視察 
カイロへ移動 

 

11/13 Tue 

7:00-9:00 
9:00-10:30

Shebin el Kom へ移動 
MCWW 総裁との協議  

11:00-14:00
15:00-16:00
16:00-18:00

MCWW C/P へのヒアリング 
MCWW 現地視察 
カイロへ移動 
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11/14 Wed 

8:00-10:00 
10:00-12:00 

Zagazig へ移動 
SHAPWASCO C/P へのヒアリング＆ワークショップ視察  

12:00-14:00 
14:00-15:00 
15:00-16:00 
16:00-18:00 

SHAPWASCO C/P へのヒアリング＆ワークショップ視察 
SHAPWASCO 総裁との協議 
現地視察 
カイロへ移動 

 

11/15 Thu 終日 資料整理  
11/16 Fri 終日 資料整理  

11/17 Sat 
10:00-12:00 専門家へのヒアリング  
14:00-15:00 専門家へのヒアリング 成田発 

11/18 Sun 
10:00-12:00 HCWW との中間協議 カイロ着

14:00-15:00 
15:00-16:00 

JICA エジプト事務所 
団内協議 

11/19 Mon 

8:00-10:00 
10:00-13:00 

Shebin el Kom へ移動 
MCWW 総裁らと協議 

14:00-16:00 
16:00-18:00 

MCWW 現地視察 
カイロへ移動 

11/20 Tue 

8:00-10:00 
10:00-13:00 

Tanta へ移動 
GHAPWASCO 総裁らとの協議 

14:00-16:00 
16:00-18:00 

GHAPWASCO 現地視察 
カイロへ移動 

11/21 Wed 

8:00-10:00 
10:00-14:00 

Zagazig へ移動 
SHAPWASCO 総裁らとの協議 

14:00-16:00 
16:00-18:00 

団内協議 
カイロへ移動 

11/22 Thu 

7:30-9:30 
10:00-14:00 

Tanta へ移動 
セミナー参加 

14:00-16:00 
16:00-18:00 

団内協議 
カイロへ移動 

11/23 Fri 終日 資料整理 
11/24 Sat 終日 資料整理 

11/25 Sun 
10:00-12:00 資料整理 
16:00-18:00 団内協議 

11/26 Mon 
11:00-13:00 HCWW と協議 
13:00-15:00 JCC 

11/27 Tue 
11:00-12:00 エジプト大使館 

PM カイロ発 
11/28 Wed PM 成田着 
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第2章 中間レビュー調査の方法 

2-1 中間レビューの概要と評価項目 

本中間レビュー調査は「新 JICA 事業評価ガイドライン 第１版」に基づき、プロジェクト・サイ

クル・マネジメント（Project Cycle Management：PCM）手法で用いられるプロジェクト・デザイン・

マトリックス（Project Design Matrix（PDM））を活用して、プロジェクトの実績（投入の実績、活動

の実績、成果の達成度、プロジェクト目標・上位目標の達成度・見込み）と実施プロセスを整理、確

認するとともに、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点から評価を行っ

た。 

評価 5 項目の主な視点は次の通りである。 

1) 妥当性: プロジェクト目標や上位目標がヨルダン国の政策や我が国の援助政策との整合性

が取れているか、ターゲット・グループのニーズと合致しているかなど、プロジェクトの正

当性・必要性を検証、判断する。 

2) 有効性: プロジェクト目標が計画通り達成されるか、プロジェクト目標の達成が成果の達

成によって引き起こされるものかなどにより、プロジェクトの実施によってターゲット・グ

ループに便益がどのようにもたらされているかを検証し判断する。 

3) 効率性: プロジェクトが効果的に投入資源を活用したかという観点から、投入実績と成果

達成の状況を踏まえて、投入（インプット）がどのように効率的に成果（アウトプット）に

転換されたかを検証・評価する。 

4) インパクト: 上位目標達成の見込みとプロジェクト実施によりもたらされる長期的・間接

的な効果や波及効果の有無を検証し判断する。 

5) 持続性: 政策・制度面、組織面、財務面、技術面の観点から、プロジェクト終了後、プロ

ジェクトで発現した効果がどのように定着・持続するかについて検証・評価する。 

2-2 中間レビューの手順と方法 

本中間レビューでは準備作業として本プロジェクトに関する既存資料をレビューした上で、評価 5
項目に係わる詳細な評価設問と評価指標・データ収集方法等を記述した評価グリッド案を作成した。

その上で、2011 年 9 月に改訂された最新の PDM（PDM1）に示されている指標を評価指標として活

用して情報･データの収集と分析を行った。（評価設問については「付属資料 2: 評価グリッド（評

価結果）」を、評価用 PDM については「協議議事録（Minutes of Meeting、以下、M/M）ANNEX 1」
を参照） 

より具体的には、以下の手順で本プロジェクトに関する情報・データの収集・分析を実施した。 

（1） 資料レビュー 
主な資料として以下のものを活用した。 

• 詳細計画策定調査協議議事録（2010 年 2 月 2 日）、事業事前評価表（2010 年 5 月 12 日）、

討議議事録（Record of Discussions（R/D）、2010 年 8 月 19 日）、運営指導調査報告（2012
年 7 月）等の JICA 資料 
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• PDM1、活動計画（Plan of Operations (P/O)）等、プロジェクト基礎資料 

• 委託先コンサルタントの業務完了報告書（各年次、和文）及びプログレス・レポート（各

年次、英文） 

• プロジェクト作成資料：専門家派遣実績データ、研修実績、供与機材リスト、本邦研修

参加者リスト、カウンターパート（以下、C/P）リスト等 

（2） 質問表調査 
評価グリッドの評価設問に基づいて日本人専門家向けと C/P 向けの 2 種類の質問表を作成し、

事前に配布した上で回収・分析した。 

 1） 面接調査 
評価グリッドの評価設問に基づいて、質問表への回答結果を基礎情報として、本プロジェクト

の活動、管理・運営状況、C/P への技術移転状況、本プロジェクトに係わる上水道セクターの制

度や組織の現状について、日本人専門家、HCWW と 3 つの上下水道公社の各 C/P、その他プロジェ

クト関係者に対して、個別またはグループによる面接調査を行い、追加情報の収集と分析を行っ

た。 

 2） 現地踏査 
プロジェクトの現状と成果の達成状況を現地において把握・確認するため、本プロジェクトが

対象としている 3 つの上下水道公社とモデル施設・地区を訪問・視察し、上記面接調査を行うと

ともに、各公社の運営管理状況や本プロジェクトによる技術移転状況、また一部については漏水

調査や配水設備の状況等について確認した。 
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第3章 プロジェクトの実績 

3-1 投入実績 

＜日本側＞ 
（1） 専門家派遣（「M/M ANNEX 2-1」を参照） 

プロジェクト開始から中間レビューまでに合計 12 名（2011 年 4-12 月 29.96M/M、2012 年 1-9
月 19.59M/M）の専門家が派遣された。 

（2） ローカルエキスパート配置（「M/M ANNEX 2-2」を参照） 
2 名のローカルエキスパート（SOP 専門家 1 名と NRW 専門家 1 名）とファシリテーター3 名

（各公社に 1 名ずつ）が配置された。 

（3） 資機材の供与（「M/M ANNEX 2-3」を参照） 
漏水探知機、ハンマードリル、音聴棒、超音波流量計、水圧計等の機材、総額 245 万 LE（約

3,170 万円）の機材が供与された（供与予定のものも含む）。なお、JICA は現在、配水管理活動

に係る機材の調達手続きを行っている。 

（4） C/P の本邦研修（「M/M ANNEX 2-4」を参照） 
これまでに 15 名の C/P が本邦研修に参加した（マネジメント研修 4 名、SOP と NRW 削減の

研修 7 名、配水管理研修 4 名）。 

（5） 現地業務費 （「M/M ANNEX 2-5」を参照） 
プロジェクト開始以来 2012 年 7 月までに合計 35,157,000 円の現地業務費が投入された。 

＜エジプト側＞ 
（1） C/P の配置（「M/M ANNEX 2-6」を参照） 

HCWW、SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW から合計 47 名の職員が C/P として配置さ

れた。C/P の内訳は下記の表の通りである。このほかにもモデル施設・地区から多くの職員が

プロジェクトに参加している。 

 マネジメント SOP チーム NRW チーム WDM チーム 合計* 
HCWW 2  - - - 2 

SHAPWASCO 1 9 7 5 22 
GHAPWASCO 1 7 3 - 11 

MCWW 2 6 6 - 14 
*職員の中には 1 つ以上の役割を兼任している者がいるため、C/P 合計人数と本表に示されている数値の合

計は異なる。 
 

（2） 施設の提供 
SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW における日本人専門家のオフィス、ワークショップ

用会場、資機材の設置や保管に必要な部屋や施設等をエジプト側が提供している。 

（3） 資機材の提供（「M/M ANNEX 2-7」を参照） 
SOP 活動に必要な施設の修繕や GHAPWASCO と MCWW での水量計用チャンバー建設等（推
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定総額 LE 161 万）が行われた。中間レビュー時点で配水管理用機材用のチャンバーと中央モニ

タリング室の建設（推定総額 LE 122 万）が行われている最中である。 

（4） 情報の提供 
エジプト側はプロジェクトに必要なデータや参考資料を提供している。 

（5） ローカルコスト（「M/M ANNEX 2-7」を参照） 
C/P が研修に参加する際の旅費・日当宿泊費、講師料、事務所費用、モデル施設における流

量計設置や配管の修繕等に係る経費をエジプト側が負担している。 

3-2 成果の達成状況 

5 つの成果（アウトプット）に係わる各指標の達成度は中間レビュー時点で次の通りである。詳細

は添付の評価グリッド結果表に記載されている（「M/M ANNEX 9」を参照）。 

成果 1: シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県において上下水道公社の連携を通した人

材育成が強化される。 
指標 達成度 

1a. SHAPWASCO・

GHAPWASCO・MCWW 
の SOP チーム及び無収

水チームにおいて、各々3
名以上の職員が、ステアリ

ング・コミッティによってセ

ミナー・OJT の講師に任

命される。 

セミナー・OJT の講師候補が C/P から選出され、それぞれ SOP と

NRW の研修を始めている。研修講師候補の数は下記の通りである。 

上記の講師候補は研修を効果的に行う能力を備えてきており、彼ら

がステアリング・コミッティによって講師に任命される見込みは非常に高

い。 

 SOP 講師 NRW 講師 
SHAPWASCO 5 4 
GHAPWASCO 5 3 
MCWW 7 6 

1b. 組織間協調の下、20 回以

上の研修・ワークショップ

がプロジェクトチームに

よって開催される。 

中間レビューまでに合計 13 回のセミナー/ワークショップが開催され

た。詳細は下記の通りである： 
• オープンセミナー（キックオフセミナー、2011 年 9 月） 
• ミニセミナー（3 回、2011 年 6-7 月） 
• 内部ワークショップ（4 回、2011 年 7-11 月） 
• SHAPWASCO の現状把握のための現地ツアー（2011 年 10 月） 
• 配管計装線図（Piping & Instrumentation Diagram：P&ID）と水質

に関するミニセミナー（3 日間、2012 年 4 月） 
• 漏水探知に関する特別セミナー（5 日間、2012 年 9-10 月） 
• ヨルダン国水道管理公社訪問ツアー（5 日間、2012 年 10 月）

• SHAPWASCO でのワークショップ（1 日、2012 年 11 月） 
全般的な達成度： 

セミナー・OJT の講師候補が C/P から選出され、セミナーとワークショップはほぼ計画通りに実施され

た。上記の指標に関する達成度と活動の進捗状況より、成果 1 はプロジェクト終了までに概ね達成できる

と評価できる。また、質問表・面接調査によると、大半の専門家と C/P がプロジェクト終了までに成果 1 が

達成できると判断している。 
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成果 2: シャルキーヤ県の事例を参考に、ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設において運

転・維持管理に係る SOP が作成・運用される。 
指標 達成度 

2a. GHAPWASCO・MCWW の
SOP チーム職員の80%以上

に、研修の理解度が5 段階

評価の3以上と評価される。 

2011 年 12 月までに、GHAPWASCO と MCWW の職員向けに、

SHAPWASCO の施設見学が 1 回、SOP と井戸のモニタリングに関

するミニセミナーが計 3回行われた。研修の理解度に関するレイティ

ングをどのようにするかについて現時点では定義されていないた

め、本指標がどの程度、達成されるかについては不透明である。 
2b. モデル施設において、SOP 

に基づいたO＆Mが行われ

る。 

浄水場と鉄・マンガン除去施設について GHAPWASCO1と

MCWWでモデル施設の選定が行われ、両公社でそれぞれ SOP 草

案が作成されて、それらに基づいた試運転及び OJT を開始してい

る。井戸施設については、C/P が井戸の水位観測を実施し、基礎

データを収集しているところであり、2012 年 11 月から井戸の SOP を

作成する予定となっている。 
同時に、GHAPWASCO と MCWW は SOP 活動のための水量計

の設置と施設の修繕を行っている。SOP 活動は全般的にほぼ計画

通りに実施されている。 
2c. SOPに基づいて、モデル施設

の業務指標が改善される。 
中間レビュー時点で、C/P と専門家は上記のモデル地区・施設の

現状調査とベースライン・データの収集を行っている。本指標の業

務指標（PI）が現時点で設定されていないため、本指標の達成見込

みは不透明である。 
全般的な達成度： 

多少の遅れがあるものの、上水道施設整備や流量計設置を含めた、全体的な SOP 活動が本プロジェ

クトによって大幅に前進している。特に、GHAPWASCO と MCWW はすでに SOP 草案に基づいた施設

の試運転を開始しており、今後さらに SOPを改訂し運転維持管理（O&M）の向上を行っていくことが期待

される。質問表・面接調査によれば、ほとんどの専門家とC/Pが本プロジェクト終了までに成果 2を達成で

きると判断している。 
今後、指標が設定され、それらの指標に基づいた継続的なモニタリングが行われ、技術移転が

プロジェクト終了時まで組織的に継続していけば、成果 2 は達成されると考えられる。 
 

成果 3:  シャルキーヤ県上下水道公社の無収水削減に係る技術・経験がガルビーヤ県・ミヌフィ

ア県のモデル地区の職員に移転される。 
指標 達成度 

3a. GHAPWASCO・MCWW の
無収水チーム職員の80％以

2011 年 10 月に SHAPWASCO 講師によって漏水探知や漏水管

理を含む NRW 研修が行われた。SHAPWASCO 講師が、

                                                        
1 本プロジェクトは当初旧タンタ浄水場をモデル施設として選出していたが、様々な理由によりプロジェクト活動が

計画通りに進んでいなかった。2012 年 7 月に新タンタ浄水場が GHAPWASCO に引き渡され、運営維持管理されるこ

ととなった。新タンタ浄水場は現在、建設中のガルビーヤ県内 7 ヶ所の浄水場（うち 2 カ所は稼働中）と類似設計で

あるため、新タンタ浄水場をモデルにすると、プロジェクト後の技術・管理能力拡大に効果的、効率的と考えられた。

なお、現在、プロジェクトチームはステアリング・コミッティの承認を受けて、新旧両タンタ浄水場での活動を進め

ているが、2012 年 11 月 26 日の JCC で新タンタ浄水施設を本プロジェクトにおけるモデル施設とすることが承認され

た。 
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成果 3:  シャルキーヤ県上下水道公社の無収水削減に係る技術・経験がガルビーヤ県・ミヌフィ

ア県のモデル地区の職員に移転される。 
指標 達成度 

上に、研修の理解度が5 段
階評価の3以上と評価される。 

 

GHAPWASCO と MCWW の職員に対して、様々なミニセミナーや

内部ワークショップで、これまでの経験を共有してきている。研修の

理解度に関するレイティングをどのようにするかが現時点では定義

されていないため、本指標がどの程度、達成されるかについては不

透明である。 
3b. 配水量分析が全てのモデル

地区で実施される。 
 

GHAPWASCO（パイロット地区計 9 ヶ所）と MCWW（パイロット地

区計 7 ヶ所）で配管情報を示す GIS マップを作成した後、第一回目

の夜間最小流量（MNF）の計測が行われた。2012 年 10 月には

GHAPWASCO のモデル地区 2 ヶ所と MCWW の 1 ヶ所で配水量

分析を実施している。MCWW の調査は NRW チームの活動への参

加が限定的であったため多少の遅れが出ている。 
3c. モデル地区において、探知さ

れた漏水の100％が修繕され

る。 

中間レビュー時点で、漏水探知研修が GHAPWASCO のモデル

地区で実施されている。漏水探知研修は本来、SHAPWASCO の訓

練ヤードで実施される予定だったが、同訓練ヤードの故障により研

修が実施できなくなった関係で、全体の研修実施に遅れが出てい

る。現時点では、モデル地区内でどの程度（割合）の漏水が探知さ

れ、修繕されたかは不明である。 
全般的な達成度： 

漏水探知研修に関して多少の遅れが出ているものの、NRW 削減に係る SHAPWASCO の技術・経験

は GHAPWASCO と MCWW に着実に技術移転されている。その結果、GHAPWASCO と MCWW の

NRW チームの水流調査や配水量分析の能力は大幅に向上している。NRW チームは漏水探知の様々

な調査分析能力を習得してきているが、今後は漏水探知技術を一層、向上させるとともに、その結果を

必要な対策や予防策を取ることにつなげる対応能力を身につけていくことが期待される。 
指標 3a はこれから設定されることになるが、本プロジェクトの終了まで技術移転がこれまで通り順調に

継続していけば、成果 3 は概ね達成されると考えられる。また、質問表・面接調査によれば、ほとんどの

C/P と専門家が、プロジェクト終了までに成果 3 が達成されると判断している。本プロジェクトの残り期間で

は、配水量分析と漏水探知調査を実施することを予定しており、これらの活動実施によって、成果 3 の達

成レベルの向上につながっていくとみられる。 
 

成果 4:  先行事例として、シャルキーヤ県上下水道公社の配水管理に係る能力が強化される。 
指標 達成度 

4a. SOPに基づいた配水管理（水

量・水圧・残留塩素等）が行わ

れる。 
 

顧客数、顧客からの苦情件数、給水の状況等の条件に基づい

て、優先地区とパイロット地区を選定した。パイロット地区において

は、配水管理区画（DMA）が設定された。 
配水管理の機材の仕様、数量、設置場所について、JICA とプロ

ジェクトチームの間で 2012年 7月に最終決定がなされた。投入機材

の決定には当初の計画よりも長期間を要したため、結果的に機材の

設置に遅れが出ている。 
現在、プロジェクトチームは機材設置に向けたチャンバーやモニ
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成果 4:  先行事例として、シャルキーヤ県上下水道公社の配水管理に係る能力が強化される。 
指標 達成度 

タリングルームの建設を含む準備作業を行っており、同時に JICAが

機材の調達手続きを行っている。中間レビュー時点では、配水管理

に関する SOP はまだ作成されていない。 
4b. 配水能力の問題は

SHAPWASCOの上層部マネ

ジメントに報告される。 
 

上層部を含めた C/P は、職員間のオープンな対話の重要性に関

する研修を受講し、配水に関する問題を的確に報告する重要性・意

識が向上しつつある。現時点では、配水管理に関する問題が実際

にどの程度、SHAPWASCO 上層部に報告されているかは不明であ

るが、報告の重要性はC/Pの間で広がりつつあるため、本プロジェク

トの終了までに本指標が達成される見込みは高いと考えられる。 
同時に、実際の報告頻度や報告方法等の、より具体的な指標を

検討していくことも必要となろう。 
全般的な達成度： 

本プロジェクトは適切な機材の検討を含めた配水管理の方法の決定に PO で予定していたよりも長期

間を要し、その結果、配水管理活動で遅れが出ている。一方で、本プロジェクトは水質、水圧、水量デー

タの収集を含む配水量調査・分析を実施し、定期レポートにとりまとめる作業を行っており、C/P の能力向

上が進んでいる。 
中間レビュー時点では機材用のチャンバーと中央モニタリング室が建設中で、配水管理活動の計画と

水圧調査が機材の設置までに行われる。これらの準備作業を通じて、職員の能力は、水質、水圧、水量

データの収集や調査能力調査地域の状況を適切に把握できるまでに向上している。質問表・面接調査

によれば、ほとんどの専門家と C/P が本プロジェクトの終了までに成果 4 を達成できると判断している。 
 

成果 0: プロジェクトが適切に管理・調整される。 
指標 達成度 

0a. SHAPWASCO、

GHAPWASCO、MCWWの調

整方法を記載した合意書が

作成される。 

SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW は公社間協力に合意

し、プロジェクト進捗状況をモニタリングし、プロジェクト実施に関す

る課題について話し合う場として、ステアリング・コミッティを設置して

いる。 
0b. PO/APO に基づきプロジェク

トの進捗が定期的にモニタリ

ングされる。 

本プロジェクトの進捗は、C/P と専門家がステアリング・コミッティ会

議とプロジェクトチーム会議によって、モニタリングしている。現在の

PO（PO1、ANNEX 5）と APO（ANNEX 6）は 2012 年 7 月に開催され

た第 4 回ステアリング・コミッティで改訂が承認された。 
全般的な達成度： 

C/P、専門家に対する質問表・面接調査でも、本プロジェクトの管理・調整を含めた実施プロセスにつ

いて高い満足度が示された。プロジェクト管理は総じて、HCWW、SHAPWASCO、GHAPWASCO、

MCWW と専門家チームによって適切に実施されていると評価できる。 
 

3-3 プロジェクト目標の達成状況 

中間レビュー時点でのプロジェクト目標の達成度は以下の通りである。詳細は評価グリッド結果表

に記載されている（「M/M ANNEX 9」を参照）。 
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プロジェクト目標： シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル地区・施設において

上水道施設の運営維持管理能力が向上する。 
指標 達成度 

a. モデル地区・施設における

業務指標が改善される。 
 

中間レビュー時点では、プロジェクト目標の達成度を測る指標

である業務指標（PI）が設定されていなかった。C/P と専門家は、

モデル地区・施設においてどの PI を指標として設定し、どのよ

うな数値を、設定された PI のターゲットとするかについての現

状調査とベースライン・データ収集を行って、協議を続けている。

このように、本指標に係る業務指標（PI）が設定されていない

ため、現時点では本指標に係る数量データはない。* 
全般的な達成度： 

上記の通り、PDM 上で設定された指標の達成度という観点からは、プロジェクト目標達成の

見込みを中間レビュー時点で立てることは困難である。しかし、前述のように 4 つの成果の達

成見込みと現在の活動状況を鑑みると、SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW のそれぞれで、

上水道施設の全般的な運営維持管理能力が向上していると評価できる。質問表・面接調査によ

ると、ほとんどの C/P と専門家がプロジェクト終了までのプロジェクト目標達成に強い自信を

示している。 
一方、残りのプロジェクト期間においてすべての活動、特に成果 4 の配水管理に係る能力開

発を適切に実施していく必要がある。そして、プロジェクト目標の指標を適切に計測・モニター

し、業務指標（PI）改善に取り組んでいくことが重要である。* 
*：業務指標（PI）の具体的な項目については、2012年11月26日に開催された第3回合同調整委員

会（JCC）で協議・承認された。この業務指標（PI）は改訂版 PDM（PDM2, ANNEX 7）に記載

され、本プロジェクトの残り期間に計測・モニターされることとなる。 

3-4 実施プロセス 

本プロジェクトは JCC とステアリング・コミッティの効果的な調整、決定、助言により、PO（「M/M 

ANNEX 5」を参照）と APO（「M/M ANNEX 6」を参照）に基づいて、概ね計画通りに適切に実施

されている。 

(a) 本プロジェクトの管理と実施に関わる人材の役割と責任が明確に決められており、本プロジェク

トの運営体制は十分に確立されている（「M/M ANNEX 3」を参照）。 

(b) 本プロジェクトの C/P である SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW の職員にはプロジェクト実

施に対する高いコミットメント、オーナーシップ、やる気があり、プロジェクト目標やそれぞれ

の役割と責任を理解している。 

(c) エジプト側C/P と日本人専門家の間のコミュニケーションは適切かつ頻繁に行われており、「チー

ムワーク精神」の下で、円滑で効果的な協働が行われている。 

(d) JCC、ステアリング・コミッティ会議、プロジェクトチーム会議等の様々な会議が頻繁に開催さ

れており、C/P と専門家を含むプロジェクト関係者の間でのコミュニケーション、情報共有、相

互理解、信頼関係の向上に寄与している。 

(e) 様々な人材育成活動を通じて（「M/M ANNEX 4」を参照）、大多数の C/P が本プロジェクトで取

り組むべき課題に係る「気付き」、「運転維持管理状況を適切に記録することの重要性」、「業務の

的確さとチームワークの重要性」の意識や「問題発見・解決能力の能力」を向上させている。 
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第4章 5 項目による評価 

4-1 妥当性 

本プロジェクトの総合的な妥当性は「非常に高い」。 

本プロジェクトはエジプト国政府の開発政策、ターゲット・グループの開発ニーズ、我が国の政府

開発援助（ODA）政策及び対エジプト国別援助政策との整合性が取れている。 

（1） エジプト政府の開発政策との整合性 
エジプト国政府は上水道システムの改善を、「第 6 次経済社会開発 5 ヵ年計画（2007/08 年～

2011/12年）」、エジプト・ミレニアム開発目標（2005年-2015 年）、エジプト国家水資源計画（NWRP、
2003 年-2017 年）において優先課題として位置づけている。 

• 第 6 次経済社会開発 5 ヵ年計画では、人間・社会開発を目指し、公益事業向上という目標の

下で、上水・衛生施設の機能向上を重点分野に掲げている。その戦略として、水道網での水

損失減少や水事業での費用回収向上を挙げている。 

• エジプト・ミレニアム開発目標では、2015 年までに安全な水へのアクセス率を都市部で 98.5%、

農村部で 80.8％に増加させることを目標として掲げている。エジプトは、急激な人口増加に

水道サービス提供が追いついておらず、安全な水へのアクセス率をいかにして維持・向上す

るかが今後の課題となっている。 

• NWRP では、エジプトの総合的な水資源管理システムの構築に向けたアプローチとして、（1）
新たな水資源開発、（2）水利用効率向上、（3）水質管理向上、（4）組織･財政的持続性確保の

4 つの柱を掲げている。 

（2） ターゲット・グループの開発ニーズとの整合性 
SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW はそれぞれシャルキーヤ県、ガルビーヤ県、ミヌフィ

ア県における安全な水を供給するための上水道施設を運転維持管理している公社である。HCWW
はこれら 3 公社を含めた 24 の上下水道公社の活動を監督している。3 公社の現時点での上水道施

設運転・維持管理能力が限られていること、また、3 公社が各県への上水・衛生サービスを適切

に提供するという職務責任を有するという点を勘案すると、これら 3 公社が本プロジェクトの

ターゲット・グループとして適切であると評価できる。 

2006－2009 年に実施された JICA の先行技プロは、無収水（NRW）削減に関する能力開発、SOP
の作成、上水道施設の運営維持管理に関する OJT 等の活動を通じ、SHAPWASCO の運営維持管理

能力を向上させた。先行技プロで作成された SOP は全水道公社に配布されているものの、ナイル

デルタ地域の公社では赤字経営、低い料金回収率、高い NRW 率等が依然として問題となってい

る。GHAPWASCO と MCWW の上水道施設運営維持管理能力は不十分であり、その結果、供給さ

れている上水の量と質は不安定であり、能力向上ニーズは極めて高い。SHAPWASCO は先行技プ

ロの成果をナイルデルタ地域全体に普及させる活動を続けている一方で、配水管理（WDM）に

関する能力開発がこれからの重要な課題になっている。以上の見方は中間レビューの CP、専門家
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に対する質問表・面接調査でも確認された。 

（3） 日本の ODA 政策との整合性 
下記の通り、本プロジェクトはエジプトに対する我が国 ODA 政策と整合性が取れていると判

断される。 

• 我が国の対エジプト国別援助計画では 3 つの援助重点分野の一つとして「貧困削減と生活水

準の向上」を掲げ、エジプトが競争力ある安定した経済社会に移行することを支援している。 

• 「貧困削減と生活水準の向上」の達成に向けた 3 つの優先セクター目標の一つとして、上下

水道整備を含む「公共サービス拡充・改善」が掲げられている。 

• 対エジプト国別援助計画では、ナイルデルタ地域の上下水道の普及・整備ニーズについて言

及・指摘している。 

（4） 日本の経験・技術優位性との整合性 
JICA はエジプトを含む多くの国々で上水道セクター開発への様々な支援を行ってきた。エジプ

トでは無償資金協力「シャルキーヤ県北西部上水道整備計画」（2003 年～2007 年）と無償資金協

力「ガルビーヤ県エルマハラエルコブラ浄水場拡張計画」（2006 年～2009 年）を実施し、2006 年

から 2009 年には、本プロジェクトの先行技プロである「シャルキーヤ県上下水道公社運営維持管

理能力向上計画プロジェクト」を実施して、SOP の作成や NRW 削減活動を支援してきた。 

SOP を使った運営維持管理能力向上のアプローチが効果的であったため、HCWW は先行技プ

ロで向上・蓄積された技術や経験をナイルデルタ地域に広めるための計画を策定し、本プロジェ

クトの開始に至った。また、エジプトの上水道セクターへの様々な支援実績に加えて、我が国は

SOP に基づく上水道施設運営維持管理や水質データ管理、漏水探知や遠隔監視システム等におけ

る技術・経験の面で比較優位がある。 

4-2 有効性 

本プロジェクトの総合的な有効性は「中程度」である。 

プロジェクトの進捗に多少の遅れがあったものの、本プロジェクトによって C/P の上水道施設運営

管理能力は向上している。プロジェクト目標の達成見通しと、目標達成に貢献または阻害した要因は

以下の通りである。 

（1） プロジェクト目標達成の見込み 
「3-3 プロジェクト目標の達成状況」に記載した通り、PDM で設定されている指標の達成度

という観点からは、中間レビュー時点でプロジェクト目標達成の見通しを立てることは困難であ

る。しかし、前述の通り、4 つの成果の達成見込みと現在の活動状況を鑑みると、SHAPWASCO、

GHAPWASCO、MCWW のそれぞれで、上水道施設の全体的な運営維持管理能力は向上している。

質問表・面接調査によると、ほとんどの C/P と専門家がプロジェクト終了までのプロジェクト目

標達成に強い自信を示している。一方、残りのプロジェクト期間においてすべての活動、特に成

果 4 の配水管理に係る能力開発を適切に実施していく必要がある。そして、プロジェクト目標の

指標を適切に計測・モニターし、業務指標（PI）改善に取り組んでいくことが重要である。以上
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から、プロジェクト目標達成の可能性は比較的高いと評価できる。 

（2） プロジェクト目標達成の貢献要因 
(a)  多様なリソースと手法を活用した能力開発 

本プロジェクトでは、多様な技術分野と多くの C/P のニーズに対応するために、様々なリソー

スと手法を活用した効果的なプロジェクト運営が行われた。SOP 作成や NRW 削減活動に関す

るミニセミナー、実地訓練（OJT）、トレーナー研修（TOT）、本邦研修等の様々な人材育成手

法が適切に活用された。 

(b)  頻繁かつ効果的なコミュニケーション・情報共有・交流 
プロジェクトチームはステアリング・コミッティ会議、頻繁なプロジェクトチーム会議、日々

の協働作業で緊密かつ友好的な情報共有・コミュニケーションを取っている。高レベルのチー

ム内の相互理解と C/P のプロジェクトへの関心が、チーム内の情報共有とプロジェクト運営に

係る課題に関する議論をさらに誘発している。 

(c)  エジプト人ファシリテーターの存在 
専門家チームは日本側の投入として、エジプト人ファシリテーターを 3 名配置し、C/P と専

門家との間の情報交換促進や、現地事情の理解に基づいたプロジェクト実施上のアドバイスを

得る等の工夫をしてきた。専門家チームに日本人とエジプト人の両方を配置することにより、

効果的な能力向上を実施することができている。 

(d)  先行技プロの成果・経験 
先行技プロの SOP や NRW 活動に係る成果や経験が、本プロジェクトの基盤となっている。

SHAPWASCO 総裁への聞き取り調査によると、SHAPWASCO はシャルキーヤ県全体に先行技

プロの成功経験を普及させる取り組みを行っており、現在、シャルキーヤ県内の 60-70%の上水

道施設で SOP に基づく施設の運営維持管理や NRW 削減活動が行われている。先行技プロの実

施以来、SHAPWASCO での成功例や経験がナイルデルタ地域の上下水道公社に広く紹介されて

きた結果、本プロジェクト開始時から GHAPWASCO と MCWW では、自分たちの能力向上へ

の期待が高まっていた。本プロジェクトでは、SOP や NRW 削減に係る手法が SHAPWASCO 職

員によって GHAPWASCO と MCWW に技術移転されており、同時に、SHAPWASCO 職員の能

力や知識も継続的に強化されている。SHAPWASCO 職員による OJT やワークショップは実用的

な知識やプロジェクト実施に係る技術的アドバイスを提供することができ、研修参加者から好

評を得ている。同時に、本プロジェクトでは、公社間での効果的な情報共有やコミュニケーショ

ンを促進しており、C/P の間で「連携と競争」の適切なバランスを生み出している。さらに、

上層部（プロジェクト・ディレクターやプロジェクト・マネージャー）を含めたすべての C/P
の間に、本プロジェクトに対するオーナーシップや高いコミットメントがあり、期待されてい

る成果の発現とプロジェクト目標の達成に貢献する要因となっている。 

（3） プロジェクト目標達成の阻害要因 
上水道施設、特に選定されたモデル施設・地区に関する以下の事項が、本プロジェクトの有効

性と効率性の面でプロジェクト目標達成への阻害要因になったと指摘できる。 

(a)  効果的な設備設計という観点で C/P や専門家が理解に苦しむ「初期設計が不適切な施設」が
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多くあった。そのため、本プロジェクトでは SOP 作成とそれに基づく運営に係る能力向上を

図る上で、多くの時間がこれら施設の改修や交換に費やされた。 

(b)  多くの場合、施設に関する図面、マニュアルや機材説明（書類）が存在せず、本プロジェク

ト実施にあたり必要な図面や文書をゼロから作成しなければならなかった。 

(c)  水道公社職員は試運転が行われていた 1 年間に、通常は施設建設会社の責任の下で実施され

るごく基本的な施設運営維持に関する研修さえも受けていなかった。 

4-3 効率性 

本プロジェクトの総合的な効率性は比較的高いと判断される。本プロジェクトはエジプト・日本側

双方の投入がかなり大きいが、それが広範な地域（3 県に渡る複数のモデル地区・施設）をカバーす

る 4 つの成果発現に効果的に転換されている。配水管理（WDM）分野の活動に多少の遅れがあるが、

残りの期間を通して適切にプロジェクトが実施されていけば、計画された投入が成果とプロジェク

ト目標の発現に確実に転換されることが期待できる。 

プロジェクト開始から中間レビュー時までに合計12名の専門家が派遣され、47名のC/PがHCWW、

SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW から配置された。質問表・面接調査によると、専門家の専門

分野と能力は高く評価されているが、派遣期間と派遣時期が少々、不適切だったとの声があった。大

統領選挙の影響で専門家の活動が一時中断したことが一因であるが、専門家と C/P の双方が、新しい

技術スキルを十分に教えたり学んだりするための時間が足りなかったと回答している。 

本プロジェクトでは、現地の様々な事情に精通し、プロジェクト実施上のアドバイスや問題解決を

図れるエジプト人ファシリテーターを 3 名配置することで、エジプト側と日本側との間の円滑なコ

ミュニケーションを確保してきた。ファシリテーターの配置と活動は、密接なコミュニケーションと

情報共有のメカニズムを構築することに大きく貢献したと評価される。 

全体的に、適切な供与機材の投入が成果の発現に効率的に転換されていると評価できる。ただ、配

水管理分野では、エジプト側と日本側の想定していた機材が異なっていたことにより、実際の機材調

達と設置に遅れが生じた。同分野の機材に関しては、プロジェクト終了後の将来的なリアルタイム監

視システムの運用を想定し、リアルタイム監視システムでも活用できる機材（テレメーター付流量計

や水圧計等）とチャンバーがまもなく調達・設置される。配水管理活動への投入に関するエジプト側

と日本側の責任分担は 2012 年 7 月 5 日の両国間の議事録（M/M）で明確に定義され、確認が取られ

ている。 

4-4 インパクト 

中間レビュー時点では、期待されるインパクト発現の可能性と規模の見通しを立てることは困難で

ある。しかし、本プロジェクトは将来、かなり大きなインパクトをもたらす可能性がある。 

（1） 上位目標達成の見込み 
多くの C/P と専門家が上位目標の達成に一定の自信を示しているものの、本プロジェクトで期

待されるインパクト発現の可能性と規模について見通しを立てることは中間レビュー時点では困

難である。プロジェクト目標がプロジェクト終了時までに達成されたとしても、上位目標が達成
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されるか否かは、3 公社の内部及び 3 公社間での能力向上（人材育成）体制がいかに効果的かつ

効率的に機能するかにかかっている。 

本プロジェクトは各公社の中核となる技術職員を、浄水場、鉄マンガン除去施設、井戸等の施

設の技術職員に対する指導員として育成することに成功している。本プロジェクトで設計され一

部、機能しつつある内部人材育成体制が、本プロジェクトのターゲットであるモデル地区以外の

技術職員に対する持続的な人材育成の、一層の展開と実施の基盤となることが期待される。

SHAPWASCO が先行技プロで向上した能力をシャルキーヤ県の（モデル地域以外の）他地域に普

及させてインパクトを拡大させていること、また、本プロジェクトがこれまで着実に成果を発現

させつつあることを考えると、本プロジェクトが将来、大きなインパクトを生み出す見込みは相

対的に高いと考えられる。 

（2） 組織面のインパクト 
本プロジェクトは 3 公社それぞれにおいて、異なる部署に所属する技術職員の間の効果的なコ

ミュニケーションと連携を高めた。各水道公社で、それまでになかった SOP、NRW、配水管理の

課題解決のための「部署を超えたチームワーク」により、効果的な「協働」が生まれつつある。

この動きは、より効果的な組織行動を促進し、本プロジェクトのインパクトと持続性を高めるこ

とにつながると考えられる。 

本プロジェクトはまた、これまでに一度も他県の上水道施設を訪れたことがなかった C/P に対

して、他県の水道公社を訪問し、それらの上水道施設の現状と課題を理解させ、より効果的な上

水道施設の運営維持管理方法を話し合う機会を提供した。本プロジェクトによって、多くの C/P
が他県の水道公社の技術職員とのコミュニケーションと相互理解を高め、プロフェッショナルな

ネットワークを形成することができたが、これは本プロジェクトによって初めて実現したもので

ある。 

本プロジェクトは対象の 3 公社だけでなく、ナイルデルタ地域の他の水道公社に対してもすで

にインパクトを与え始めている。オープンセミナーや特別ワークショップ等の開催により、

SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW の連携による経験と知識が広範な関係者の間で共有され、

SOP、NRW 削減活動や漏水探知技術に関する重要性や意識の啓発を進めている。 

GHAPWASCO の C/P の主導で、エジプトの民間漏水調査会社が 2012 年 9 月の「ナイルデルタ

地域合同 NRW ワークショップ」に資金支援をした。本プロジェクトの NRW 活動が、民間企業

の関心や参加を高める波及効果を生んでいると評価でき、民間セクターによる、効果的な運転維

持管理能力向上に関する、より大きなインパクトをもたらす可能性があると考えられる。 

4-5 持続性 

本プロジェクトでは、そのプロジェクト効果を継続させる基盤が徐々に構築されつつあり、持続性

を確保できる見通しは現時点では比較的高いと判断できる。しかし、本プロジェクトの持続性が確

保できるかどうかは、残り期間でのプロジェクト活動の進捗と、エジプト側の強いコミットメント

と具体的行動に大きく依存している。 
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（1） 政策・制度面 
本プロジェクトにおける研修セミナー、ワークショップ、OJT は、3 県公社の本部職員とモデ

ル施設・地区の職員がお互いの現状や課題に係る理解を深め、協力と連携を促進する機会を提供

してきた。水道公社間及び上水道施設間の連携を促進する制度的なメカニズムは、本プロジェク

トによってある程度、構築されてきており、残りのプロジェクト期間でさらに強化されていくこ

とが期待される。 

HCWW が水道公社間の連携と効果的な情報共有を促進する役割を担ってきたが、本プロジェク

トの成果を受けて、HCWW がこれをさらに促進していくための具体的な制度メカニズムの構築を

主導していくことが期待される。 

（2） 組織面 
専門家の支援の下、SHAPWASCO 職員が現在、GHAPWASCO と MCWW の職員に対して、モ

デル施設・地区の運営維持管理への SOP 適用と、NRW 削減活動の OJT を実施している。この活

動により、C/P が習得した知識や経験に対する自信を深めモチベーションを向上させるとともに、

プロジェクト実施に係るオーナーシップを醸成しており、内部人材の活用による研修実施の好循

環が始まっている。GHAPWASCO と MCWW の C/P の中には、SOP と NRW のトレーナーになる

強い意志と自信を抱き、向上した施設運転維持管理能力を県内各施設や他県の水道公社に普及さ

せたいと考える職員が多い。 

SHAPWASCO は先行技プロ終了後、専門部署としての SOP 部と NRW 部を設置し、この専門部

署を通して積極的に技術普及活動に取り組んでおり、先行技プロの組織的持続性は高いと評価で

きる。本プロジェクトでは、GHAPWASCO と MCWW がすでに SOP と NRW のタスクフォース・

チームを設置して活動を行っており、将来、フルタイムの専任職員を配置した正式な専門部署と

なることが予定されている。従って、組織的体制が構築されていく見込みは比較的高いと考えら

れる。 

多くの C/P が相対的に若く最近、採用された職員も多い。C/P の本プロジェクトに対するコミッ

トメントとやる気から判断すると、毎年、各公社が一定の人数の技術職員を採用していけば、効

果的な運営維持管理能力を備える技術職員を十分な人数、育成する好循環を構築することは可能

と考えられる。HCWW と 3 県公社の方針と予算規模にもよるが、本プロジェクト終了後も各県

の上水道施設の運営維持管理能力を維持・強化していくための人材が十分に確保される見込みは

比較的、高いと判断される。 

以上から、今後、組織的体制が構築される見込みは比較的高いと評価できる。 

（3） 財務面 
質問表・面接調査によると、専門家や C/P の中には中央政府補助金が打ち切られることや各県

の広範な地域に適切な水道サービスを提供するための予算確保の難しさを懸念する声がある。3
公社は SOP 適用、NRW 削減、配水管理を継続的に実施するための十分な予算を確保するために、

財務状況を強化していくことが必要である。本プロジェクトのプロジェクト目標の完全な達成に

よって、各公社は、NRW 削減や上水道施設運営維持管理能力の向上を通して、毎年の財務状況を

徐々に改善していくこととなり、彼ら自身による能力向上活動への再投資が可能になると考えら
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れる。 

（4） 技術面 
合計 13 回の研修セミナー・ワークショップが計 41 名の SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW

職員に対して実施されてきた。SHAPWASCO 職員によって実施されたワークショップと OJT は、

本プロジェクト実施に係る実用的な知識と技術的なアドバイスを提供し、研修参加者から高く評

価されている。研修講師候補はすでに（講師として）SOP と NRW 研修を開始しており、技術移

転システムと講師の能力は本プロジェクト終了後も定着・発展することが期待できる。 

今後、3 県の全域（モデル地区以外の他地域）に技術移転を進めるための具体的なアクション

プラン（行動計画）を作成することによって、今後の必要な活動が明確になり、本プロジェクト

の持続性の向上を促進すると考えられる。 

質問表・面接調査によれば、本プロジェクトで導入された機材の維持管理・更新をエジプト側

C/P・スタッフだけで継続的に実施することについて、C/P と専門家の双方がかなり強い自信を見

せている。 

4-6 結論 

本プロジェクトでは、プロジェクト活動に多少の遅れが見られるものの、上水道施設の運営維持管

理能力の強化が着実に進展している。 

本プロジェクトは、エジプト国政府の開発政策、ターゲット・グループの開発ニーズ、日本の援助

政策のいずれとも整合性が取れており、非常に高い妥当性を有する。プロジェクト目標と成果の達成

度を測る指標が今後、しっかりと設定されモニターされていく必要があるが、総合的な上水道施設運

営維持管理能力は大幅に向上しており、本プロジェクトの有効性は中程度と判断される。プロジェク

ト活動に多少の遅れがあるが、これまでの投入全体が、期待される成果の発現の基盤構築に適切に転

換されており、本プロジェクトの効率性は比較的高いと評価できる。本プロジェクトで期待されるイ

ンパクト発現の可能性と規模の見通しを立てることは中間レビュー時点では難しいが、効果的な上水

道施設運営維持管理を継続していくための基礎は構築されつつある。最後に、現時点の組織的・技術

的側面での進捗状況と見通しから、本プロジェクトが持続性を確保していく見込みは比較的高いと評価され

る。 

本プロジェクトは、上水道施設の運営維持管理に係る標準手順がほとんどないという状況から効果

的な施設運転標準手順を体系的に作り上げるという挑戦的なプロジェクトだったと言えるが、これま

でのところ、妥当な成果をもたらしていると判断される。エジプト側 C/P のオーナーシップ、モチベー

ション、コミットメントは非常に高く、残り期間にも高い関心を持って本プロジェクトに取り組むも

のと考えられる。プロジェクト目標を確実に達成するには、本プロジェクトの残り期間に C/P と専門

家がその連携をより一層高め、活動に取り組んでいくことが重要となる。それにより、本プロジェク

トのインパクト拡大と持続性の確保につながっていくこととなろう。 





 

5-1 

第5章 提言と教訓 

5-1 提言 

上記の分析を踏まえ、プロジェクト終了時までにプロジェクト目標の達成を確実にし、本プロジェ

クトのインパクトと持続性を向上させるため、以下を提言する。 

（1） 業務指標（PI）目標値（ターゲット）の設定 
業務指標（PI）の項目は、2012 年 11 月 26 日の JCC において PDM のプロジェクト目標の指標

として承認されたが、2013 年 10 月に実施予定の終了時評価で達成度を評価できるよう、業務指

標（PI）の目標値（ターゲット）をできるだけ早く設定すべきである。 

（2） GHAPWASCO と MCWW での専任（フルタイム）プロジェクト・ユニット設置 
GHAPWASCO と MCWW には、プロジェクト活動を実施するための SOP と NRW 専門の C/P

が配置されている。しかし、これらの C/P は通常業務との兼務を行っているため、プロジェクト

活動に集中できないでいる。また、プロジェクト活動に必要な車が十分に用意されておらず、活

動を円滑に実施できないでいる。プロジェクト活動を効果的、効率的に実施するために、両公社

が正式に、専任（フルタイム）のプロジェクト・ユニットを設置することを強く要請する。 

（3） 全国上下水道庁（NOPWASD）と水道公社間のフィードバックと施設移管（引継ぎ） 
既述の通り、各水道公社は NOPWASD が発注した施設建設請負業者による運転維持管理に関す

る研修も無く、マニュアル、設計図等の関連資料も手渡されないまま、上水道施設を引き渡され

ている。さらに、運転担当側（＝水道公社）から施設建設計画・設計（=NOPWASDO）側へのフィー

ドバック・システムもない。その結果、本プロジェクトにおいて本来、期待されたプロジェクト

の有効性と効率性を一部、阻害したことは否めない。本調査団は、NOPWASD と水道公社が両者

間の関係を強化し、両者間のフィードバックと施設移管（引継ぎ）の仕組みを確立することを提

案する。それにより、SOP 活動の効率性と有効性が一層高まり、ひいては施設設計を改善してい

くことが可能になる。 

（4） HCWW によるプロジェクト成果普及に関するロードマップの策定 
PDM のスーパーゴールに記載されている通り、本プロジェクトはナイルデルタ地域全体の上水

道施設運営維持管理能力を向上させることを狙うものであるという点について、エジプト側と日

本側は合意している。本プロジェクトで育成・向上・蓄積した知識と経験をプロジェクト終了後

にナイルデルタ地域全体に普及していくために、実施スケジュールと以下の課題を含めたロード

マップを HCWW が策定することが求められる。 

I. 制度的な普及体制 
水道公社はこれまで、それぞれの経験を相互に共有し、その成果を他公社へ普及してきたが、

その取り組みは各公社による自助努力と開発パートナーの支援によるところが大きかった。プ

ロジェクト終了後にナイルデルタ地域全体に成果を着実かつ効率的に普及させていくためには、

プロジェクトの成果を普及させるための制度的な体制の構築が不可欠である。 
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II. 予算とリソース 
SOP と NRW の活動を実施・普及させていくには、各水道公社は必要な機材を調達し、施設

を改修していく必要がある。従って、実施スケジュールに対応した普及活動を可能にする予算

とリソースをしっかりと確保していくことが必要である。 

5-2 教訓 

本プロジェクトの中間レビューから得られる JICA 技術協力プロジェクトに係わる教訓として、以

下の点があげられる。 

（1） 現場（フィールド）での実践的な技術移転アプローチの重要性 
本プロジェクトでは、モデル施設・地区における活動を重点として上水道施設運営維持管理能

力向上を図ってきた。このような現場中心の実践的な技術移転のアプローチは、多くのドナーか

らの技術支援を受けてきたエジプト側関係機関から「具体的、実践的で効果が高い」と高く評価

されている2。このような実践的な技術支援アプローチは JICA 技術協力プロジェクトの大きな特

徴であるが、本プロジェクトでの C/P 機関関係者からの高い評価の声も踏まえて、上水道セクター

を中心に今後もこのようなアプローチを重視していく必要があると考えられる3。 

（2） 組織間の「連携と競争」を促進するプロジェクト実施体制の重要性 
本プロジェクトでは先行技プロで一足先に能力向上した SHAPWASCO の技術・経験を活かし

て、それに続く 2 つの上下水道公社の能力向上を図ることで、ナイルデルタ地域全体の公社に技

術移転が進む「好循環（サイクル）」をつくり出すことを目指してきた。この好循環形成は現時点

でうまく行きつつあると評価されるが、それを可能にしている要因として、(1) 先行技プロや本

プロジェクトでの成功体験を、セミナー等を通じて幅広い関係者に周知して、後から追いつくべ

き組織の目指すべき方向を示していること、(2) セミナーや各種研修等のプロジェクト活動を通

じて、関係機関の情報共有と連携のネットワークを形成し、その中で組織間の「連携と競争」の

意識を醸成してきていること、(3) 上記 2 つの点を含めて HCWW という統括組織が適切に傘下の

上下水道公社への情報提供と指導・調整を行っていること、があげられる。このような組織間で

の連携と競争のバランスの形成・促進は、実施機関側のオーナーシップの程度や組織文化にもよ

るが、組織間ダイナミズムを形成・促進して組織能力の向上に大きく貢献するメカニズムを生み

出すと考えられる。JICA 技術協力プロジェクトの設計・実施において、このようなメカニズムを

可能にする実施体制をつくりあげていくことが重要である。 

（3） 技術移転内容に伴う供給資機材の選定について 
本プロジェクトでは配水管理に係る技術移転内容と、それに伴う必要機材の仕様や数量につい

て、エジプト側と日本側の認識が異なっていたために、両者間の合意を得るまでに長い時間を必

要とし、結果的にプロジェクト活動の遅れを招いた。最大の要因は、プロジェクトで対応・技術

                                                        
2 中間レビューの面談調査における、ドナー・プロジェクトの計画・窓口・運営にあたる HCWW の幹部や C/P 機関

である上下水道公社の総裁によるコメントに基づく。 
3 一方、この観点は「政策・制度・組織面」での実施機関に対する能力向上アプローチの重要性を否定するものでは

ない。「現場」の技術力、技術マネジメント能力を高めることに秀でた日本型技術支援の特徴と優位性に十分に留意・

活用しつつ、その面的拡がりを確保し、ひいては日本の支援による政策的インパクトを強めることになる「政策・制

度・組織面」での支援についても、プロジェクトの設計・運営において十分に検討・実施されるべきである。 
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移転すべき効果的な配水管理の方法と、それに伴う必要機材の概要が、プロジェクト設計・開始

時点で明確になっていなかったことである。具体的な技術移転の概要と、それに伴って必要とな

る供給機材については、プロジェクト開始以前に、その目的、背景、基本仕様等の詳細内容を明

確にして、関係機関の間の認識の違いを最小限に抑えて、プロジェクトの有効性・効率性を確保

していくことが重要である。 

 
 

以上 
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付属資料 2:  評価グリッド（評価結果） 
エジプト国 ナイルデルタ地域上下水道公社運営維持管理能力向上プロジェクト 中間レビュー 

2012 年 12 月 6 日 

5 項目 
評価項目 

結果 
大項目 小項目 

妥当性 1. エジプトの国家

計画との整合

性 

1-1. プロジェクト上位目標はエジプトの国家計画におけ

る開発課題と重点政策に合致しているか？ 

上位目標： 
「シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県に

おいて上水道施設の運営維持管理能力が向上す

る。」 

エジプト国政府は上水道システムの改善を「第 6 次経済社会開発 5 ヵ年計画（the Sixth Five-
Year Plan）（2007/08 年～2011/12 年）」、エジプト・ミレニアム開発目標（Egyptian Millennium 
Development Goals、2005 年-2015 年）、エジプト国家水資源計画（National Water Resources 
Plan for Egypt（以下、NWRP）（2003 年-2017 年））において優先課題として位置づけている。 
• 第 6 次経済社会開発 5 ヵ年計画では、人間・社会開発を目指し、公益事業向上という目標の

下で、上水・衛生施設の機能向上を重点分野に掲げている。その戦略として、水道網での水

損失減少や水事業での費用回収向上を挙げている。 
• エジプト・ミレニアム開発目標では、2015 年までに安全な水へのアクセス率を都市部で

98.5%、農村部で 80.8％に増加させることを目標として掲げている。エジプトは、急激な人口

増加に水道サービス提供が追いついておらず、安全な水へのアクセス率をいかにして維持・

向上するかが今後の課題となっている。 
• NWRP では、エジプトの総合的な水資源管理システムの構築に向けたアプローチとして、（1）

新たな水資源開発、（2）水利用効率向上、（3）水質管理向上、（4）組織･財政的自立発展性

確保の 4 つの柱を掲げている。 
 2. 裨益者のニー

ズとの整合性 
2-1. ターゲット・グループの設定は適切か？ 

ターゲット・グループ 
SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW の職員 

SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW はそれぞれシャルキーヤ県、ガルビーヤ県、ミヌフィ

ア県における安全な水を供給するための上水道施設を運転維持管理している公社である。

HCWW はこれら 3 公社を含めた 24 の上下水道公社の活動を監督している。3 公社の現時点で

の上水道施設運転・維持管理能力が限られていること、また、3 公社が各県への上水・衛生サー

ビスを適切に提供するという職務責任を有するという点を勘案すると、これら 3 公社が本プロジェ

クトのターゲット・グループとして適切であると評価できる。 
 2-2. プロジェクト目標はターゲット・グループのニーズに

合致しているか？ また、そのニーズは高いか？ 

プロジェクト目標： 
「シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県の

モデル地区・施設において上水道施設の運営維持管

理能力が向上する。」 

SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW は事業の効率化と、より良いサービスを提供するた

めに 2004 年に公社化された。2006－2009 年に実施された JICA の技術協力プロジェクト（以

下、先行技プロ）は、無収水（NRW）削減に関する能力開発、SOP の作成、上水道施設の運営

維持管理に関する OJT 等の活動を通じ、SHAPWASCO の運営維持管理能力を向上させた。

先行技プロで作成された SOP は全水道公社に配布されているものの、ナイルデルタ地域の公

社では赤字経営、低い料金回収率、高い NRW 率等が依然として問題となっている。

GHAPWASCO と MCWW の上水道施設運営維持管理能力は不十分であり、その結果、供給さ

れている上水の量と質は不安定であり、能力向上ニーズは極めて高い。 
SHAPWASCO は先行技プロの成果をナイルデルタ地域全体に普及させる活動を続ける一

方、配水管理（WDM）に関する能力開発がこれからの重要な課題になっている。 
以上の見方は中間レビューの CP、専門家に対する質問表・面接調査でも確認された。 
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5 項目 
評価項目 

結果 
大項目 小項目 

妥当性 2. 裨益者のニーズ

との整合性 
2-3. 本プロジェクトは、最終裨益者である

SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW の給

水区域内の住民ニーズに合致しているか？ 

ガルビーヤ県とミヌフィア県では、基本的に上水の供給が 24 時間行われているが、その供給

量がしばしば不十分である。また、3 公社では漏水、断水、送配水管の破損等を含む多くの苦

情が顧客から寄せられている。SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW が供給水量、水圧、水

質の確認を含めた配水管理をより適切に行っていくことで、最終裨益者である SHAPWASCO、

GHAPWASCO、MCWW の給水区域内の住民ニーズに合致することは明白である。これらの

見方は CP、専門家に対する質問表・面接調査でも確認された。 
 3. 日本の ODA 事

業**としての妥

当性 

3-1. 本プロジェクトと日本の対エジプト援助政策等との

整合性は十分にあるか？ 
下記の通り、本プロジェクトはエジプトに対する我が国 ODA政策と整合性が取れてい

ると判断される。 
- 我が国の対エジプト国別援助計画では、3 つの援助重点分野の 1 つとして「貧困削減と

生活水準の向上」を掲げ、エジプトが競争力ある安定した経済社会に移行することを

支援している。 
- 「貧困削減と生活水準の向上」の達成に向けた 3 つの優先セクター目標の 1 つとし

て、上下水道整備を含む「公共サービス拡充・改善」が掲げられている。 
- 対エジプト国別援助計画では、ナイルデルタ地域の上水道の普及・整備ニーズについ

て言及・指摘している。 
 4. 日本の経験・技

術の比較優位

性 

4-1. 上水道施設の運営維持管理における日本の経験

と技術の比較優位性はあるか？ 
JICA はエジプトを含む多くの国々で上水道セクター開発への様々な支援を行ってきた。エジ

プトでは無償資金協力「シャルキーヤ県北西部上水道整備計画」（2003 年～2007 年）と無償資

金協力「ガルビーヤ県エルマハラエルコブラ浄水場拡張計画」（2006 年～2009 年）を実施し、

2006 年から 2009 年には、本プロジェクトの先行技プロである「シャルキーヤ県上下水道公社運

営維持管理能力向上計画プロジェクト」を実施し、SOP の作成や NRW 削減活動を支援してき

た。 
SOP を使った運営維持管理能力向上のアプローチが効果的であったため、HCWW は先行

技プロで向上・蓄積された技術や経験をナイルデルタ地域に広めるための計画を策定し、本プ

ロジェクトの開始に至った。また、エジプト上水道セクターでの様々な支援実績に加えて、

我が国は SOP に基づく上水道施設運営維持管理や水質データ管理、漏水探知や遠隔監視

システム等における技術・経験の面で比較優位がある。 
以上から本プロジェクト実施に係る、日本の経験・技術における比較優位性は明らかで、これ

らの見方は CP、専門家に対する質問表・面接調査でも確認された。 
*C/P: 全国上下水道公社持株会社（HCWW）、シャルキーヤ県上下水道公社（SHAPWASCO）、ガルビーヤ県上下水道公社（GHAPWASCO）、ミヌフィア県上下水道公社（MCWW）

からの総裁や職員等を含む。 
**ODA: Official Development Assistance 「政府開発援助」
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5 項目 
評価項目 

結果 
大項目 小項目 

有効性  1. プロジェクト目

標の達成度 
プロジェクト目標 

「シャルキーヤ

県・ガルビーヤ

県・ミヌフィア

県のモデル地

区・施設におい

て上水道施設の

運営維持管理能

力が向上す

る。」 
 

1-1. プロジェクト目標の指標はどの程度達成されたか？

指標: 
a. モデル地区・施設における業務指標（PI）が改善さ

れる。 
 

中間レビュー時点では、プロジェクト目標の達成度を測る指標である業務指標（PI）が設定され

ていなかった。現在、C/P と専門家は、モデル地区・施設においてどの PI を指標として設定し、ど

のような数値を、設定された PI のターゲットとするかについての現状調査とベースライン・データ

収集を行って、協議を続けている。このように、本指標に係る業務指標（PI）が設定されていない

ため、現時点では本指標に係る数量データはない。* 

*：業務指標（PI）の具体的な項目については、2012 年 11 月 26 日に開催された第 3 回合同調

整委員会（JCC）で協議の上、承認された。この業務指標（PI）は改訂版 PDM（PDM2, ANNEX 
7**）に記載され、本プロジェクトの残り期間に計測・モニターされることとなる。 

**: 以下、ANNEX と標記されているものは、2012 年 11 月 26 日に署名された「協議議事録

（M/M）」の添付文書「Joint Report on the Mid-Term Review on the Project for Improvement of 
Management Capacity of Operation and Maintenance for Water Supply Facilities in Nile Delta 
Area」に添付された ANNEX を示す。 

  1-2. プロジェクト目標達成の見込みは高いか？ 

 

上記の通り、PDM で設定された指標の達成度という観点からは、プロジェクト目標達成の見通

しを中間レビュー時点で立てることは困難である。しかし、後述のように 4 つの成果の達成見込

みと現在の活動状況を鑑みると、SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW のそれぞれで、上水

道施設の全般的な運営維持管理能力が向上していると評価できる。また、ほとんどの C/P と専門

家がプロジェクト終了までのプロジェクト目標達成に強い自信を示している。 
一方、残りのプロジェクト期間においてすべての活動、特に成果 4 の配水管理に係る能力開

発を適切に実施していく必要がある。そして、プロジェクト目標の指標を適切に計測・モニターし、

業務指標（PI）改善に取り組んでいくことが重要である。 
  1-3. プロジェクト目標の達成は成果の達成によって引き

おこされるものか？ 
4 つの成果は SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW の上水道施設運営維持管理能力向

上を促進するための重点分野である。4 つの成果を達成できなければプロジェクト目標の指標も

満たすことができないため、成果の達成とプロジェクト目標（モデル地区・施設の業務指標向上）

の達成は密接に関わっていると判断される。 
  1-4. プロジェクト目標達成に必要な外部条件は満たさ

れるか？ 

外部条件 
• エジプト政府の上水道運営に関する政策が大幅に

変更されない。 

中間レビュー時点で、エジプト政府の上水道運営に関する政策の大幅変更を示唆する重

要な情報は確認されていない。 
2012 年 9 月、新エジプト政府は新たに独立した水資源・下水道省（Ministry of Water 

Resources and Wastewater Utilities）を設立したが、これは上水道セクターに係る課題を、継続的

に解決・改善しようとする中央政府のコミットメントを表わしているものと理解することができる。 
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5 項目 
評価項目 

結果 
大項目 小項目 

有効性 

 

2. 目標達成に貢

献した要因（成

果の達成度） 

2-1. シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県

において上下水道公社の連携を通した人材育成

がどの程度強化されたか？ （成果1の達成度） 
 
指標 
1a. SHAPWASCO・GHAPWASCO・MCWW の

SOP チーム及び無収水チームにおいて、各々3
名以上の職員が、ステアリング・コミッティによって

セミナー・OJT の講師に任命される。 
1b. 組織間協調の下、20 回以上の研修・ワークショッ

プがプロジェクトチームによって開催される。 

中間レビューにおいて、成果 1 の指標の達成度は以下の通り、確認された。 

1a.   セミナー・OJT の講師候補が C/P から選出され、それぞれ SOP と NRW の研修を始

めている。研修講師候補の数は下記の通りである。 
 
 
 
 
 

上記の講師候補は研修を効果的に行う能力を備えてきており、彼らがステアリング・コミッティ

によって講師に任命される見込みは非常に高い。 
1b.   中間レビューまでに合計 13 回のセミナー/ワークショップがほぼ計画通りに開催・実

施された。また、トレーナー研修（TOT）を通じて、18 名の SHAPWASCO 職員が講義

実施方法及び SOP、NRW、配水管理活動の OJT に関する研修を受けた。 
上記の指標に関する達成度と活動の進捗状況により、成果 1 は本プロジェクトの終了までに概

ね達成されると評価できる。また、質問表・面接調査によれば、大半の C/P と専門家がプロジェク

ト終了までに成果 1 が達成できると判断している。 

 SOP 講師 NRW 講師 
SHAPWASCO 5 4 
GHAPWASCO 5 3 
MCWW 7 6 

  2-2. シャルキーヤ県の事例を参考に、ガルビーヤ

県・ミヌフィア県のモデル施設において運転・

維持管理に係るSOP が作成され、運用されてい

るか？ 
（成果 2 の達成度） 
指標 
2a. GHAPWASCO・MCWW のSOP チーム職員の

80%以上に、研修の理解度が5 段階評価の3以
上と評価される。 

2b. モデル施設において、SOP に基づいたO＆Mが

行われる。 
2c. SOPに基づいて、モデル施設の業務指標（PI）

が改善される。 

中間レビューにおいて、成果 2 の指標の達成度は以下の通り、確認された。 
2a.  2011 年 12 月までに、GHAPWASCO と MCWW の職員向けに、SHAPWASCO の施

設見学が 1 回、SOP と井戸のモニタリングに関するミニセミナーが計 3 回行われた。研

修の理解度に関するレイティング方法をどのようにするかについて現時点では定義さ

れていないため、本指標がどの程度、達成されるかについては不透明である。 
2b.  浄水場と鉄・マンガン除去施設について GHAPWASCO と MCWW でモデル施設の

選定が行われ、両公社でそれぞれ SOP 草案が作成されて、それらに基づいた試行運

転及び OJT を開始している。井戸施設については、C/P が井戸の水位観測を実施し、

基礎データを収集しているところであり、2012 年 11 月から SOP を作成する予定となっ

ている。 
2c.  中間レビュー時点において、C/P と専門家は上記のモデル地区・施設の現状調査と

ベースライン・データの収集を行っている。本指標の業務指標（PI）が現時点で設定さ

れていないため、本指標の達成見込みは不透明である。 
多少の遅れがあるものの、上水道施設整備や流量計設置を含めた、全体的な SOP 活動が本

プロジェクトによって大幅に前進している。特に、GHAPWASCO と MCWW はすでに SOP 草案

に基づいた施設の試運転を開始しており、今後さらに SOP を改訂し運転維持管理（O&M）の向

上を行っていくことが期待される。また、質問表・面接調査によれば、ほとんどの C/P と専門家が

本プロジェクト終了までに成果 2 を達成できると判断している。 
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5 項目 
評価項目 

結果 
大項目 小項目 

有効性 

 

2. 目標達成に貢

献した要因（成

果の達成度） 

2-3. シャルキーヤ県上下水道公社の無収水削減に係

る技術・経験がガルビーヤ県・ミヌフィア県の

モデル地区の職員に移転されているか？ 
（成果3の達成度） 
指標 
3a. GHAPWASCO・MCWW の無収水チーム職員

の80％以上に、研修の理解度が5 段階評価の3
以上と評価される。 

3b. 配水量分析がすべてのモデル地区で実施され

る。 

3c. モデル地区において、探知された漏水の100％
が修繕される。 

中間レビューにおいて、成果 3 の指標の達成度は以下の通り、確認された。 

3a.  2011 年 10 月に SHAPWASCO 講師によって漏水探知や漏水管理を含む NRW 研

修が行われた。GHAPWASCO と MCWW の職員に対し、SHAPWASCO 講師が様々

なミニセミナーや内部ワークショップで、これまでの経験を共有してきている。研修の理

解度に関するレイティング方法をどのようにするかが現時点で定義されていないため、

本指標がどの程度、達成されるかについては不透明である。 
3b.  GHAPWASCO（パイロット地区計 9 ヶ所）と MCWW（パイロット地区計 7 ヶ所）で配管

情報を示す GIS マップを作成した後、第一回目の夜間最小流量（MNF）の計測が行わ

れた。2012 年 10 月には GHAPWASCO のモデル地区 2 ヶ所と MCWW の 1 ヶ所で配

水量分析を実施した。MCWW の調査は NRW チームの活動への参加が限定的であ

ったため、多少遅れが出ている。 
3c.  中間レビュー時点で、漏水探知研修が GHAPWASCO のモデル地区で実施されて

いる。漏水探知研修は本来、SHAPWASCO の訓練ヤードで実施される予定だったが、

訓練ヤードの故障により研修が実施できなくなった関係で、全体の研修実施に遅れが

出ている。現時点では、モデル地区でどの程度（割合）の漏水が探知され、修繕された

かについては不明である。 

漏水探知研修に関して多少の遅れが出ているものの、NRW 削減に係る SHAPWASCO の技

術・経験は GHAPWASCO と MCWW に着実に技術移転されている。その結果、GHAPWASCO
と MCWW の NRW チームの水流調査や配水量分析の能力は大幅に向上している。NRW チー

ムは漏水探知の様々な調査分析能力を習得してきているが、今後は漏水探知技術を一層、向

上させるとともに、必要な対策や予防策を取ることにつながる対応能力を身につけていくことが期

待される。 

指標 3a はこれから設定されることになるが、本プロジェクトの終了まで技術移転がこれまで通り

順調に継続していけば、成果 3 は概ね達成されると考えられる。また、質問表・面接調査によれ

ば、ほとんどの C/P と専門家が、プロジェクト終了までに成果 3 が達成されると判断している。本

プロジェクトの残り期間では、配水量分析と漏水探知調査を実施することを予定しており、これら

の実施によって、成果 3 の達成レベルの向上につながっていくとみられる。 
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5 項目 
評価項目 

結果 
大項目 小項目 

有効性 

 

2. 目標達成に貢

献した要因（成

果の達成度） 

2-4. 先行事例として、シャルキーヤ県上下水道公社

の配水管理に係る能力が強化されているか？ 

（成果 4 の達成度） 
指標 
4a. SOPに基づいた配水管理（水量・水圧・残留

塩素等）が行われる。 

4b. 配水能力の問題がSHAPWASCOの上層部マネ

ジメントに報告される。 

中間レビューで、成果 4 の指標の達成度は以下の通り、確認された。 

4a.  顧客数、顧客からの苦情件数、給水の状況等の条件に基づいて、優先地区とパイロ

ット地区を選定した。パイロット地区においては、DMA（District Meter Area）が設定され

た。 
配水管理の機材の仕様、数量、設置場所について、JICA とプロジェクトチームの間

で 2012 年 7 月に最終決定がなされた。投入機材の決定には当初の計画よりも長期間

を要したため、結果的に機材の設置に遅れが出た。 
現在、プロジェクトチームは機材設置に向けたチャンバーやモニタリングルームの建

設を含む準備作業を行っており、同時に JICA が機材の調達手続きを行っている。中

間レビュー時点では、配水管理に関する SOP はまだ作成されていない。 
4b.  上層部を含めた C/P は、職員間のオープンな対話の重要性に関する研修を受講し、

配水に関する問題を的確に報告する重要性・意識が向上しつつある。現時点では、配

水管理に関する問題が実際にどの程度、SHAPWASCO 上層部に報告されているか不

明であるが、報告の重要性は C/P の間で広がりつつあるため、本プロジェクトの終了ま

でに本指標が達成される見込みは高いと考えられる。同時に、実際の報告頻度や報告

方法等の、より具体的な指標を検討していくことも必要となろう。 

本プロジェクトは適切な機材の検討を含めた配水管理の方法の決定に PO で予定していたよ

りも長期間を要し、その結果、配水管理活動で遅れが出ている。一方、本プロジェクトは水質、水

圧、水量データの収集を含む配水量調査・分析を実施し、定期レポートにとりまとめる作業を行っ

ており、C/P の能力向上が進んでいる。質問表・面接調査によれば、ほとんどの C/P と専門家が、

本プロジェクトの終了までに成果 4 を達成することに自信を示している。 
  2-5. プロジェクトが適切に管理・調整されている

か？（成果0の達成度） 

指標 

0a. SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWWの調整

方法を記載した合意書が作成される。 
0b. PO/APO に基づきプロジェクトの進捗が定期

的にモニタリングされる。 

中間レビューにおいて、成果 0 の指標の達成度は以下の通り、確認された。 

0a.  SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW は公社間協力に合意し、プロジェクト進捗

状況をモニタリングし、本プロジェクトの実施に関する課題について話し合う場として、

ステアリング・コミッティを設置している。 
0b.  本プロジェクトの進捗は、C/P と専門家がステアリング・コミッティ会議とプロジェクトチ

ーム会議によって、モニタリングしている。現在の PO（PO1、ANNEX 5）と APO
（ANNEX 6）は 2012 年 7 月に開催された第 4 回ステアリング・コミッティで改訂が承認

された。 

C/P、専門家に対する質問表・面接調査でも、本プロジェクトの管理・調整を含めた実施プロセ

スについて高い満足度が示された。プロジェクト管理は総じて、HCWW、SHAPWASCO、

GHAPWASCO、MCWW と専門家チームによって適切に実施されていると評価できる。 
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5 項目 
評価項目 

結果 
大項目 小項目 

有効性 

 

2. 目標達成に貢

献した要因（成

果の達成度） 

2-6. その他の貢献要因の影響はあるか？ 以下の要因が本プロジェクトのプロジェクト目標達成への貢献要因として指摘でき

る。これらは C/P と専門家に対する質問表・面接調査によっても確認された。 
• 本プロジェクトでは、多様な技術分野と多くの C/P のニーズに対応するために、

様々なリソースと手法を活用した効果的なプロジェクト運営が行われた。SOP 作成

や NRW 削減活動に関するミニセミナー、実地訓練（OJT）、トレーナー研修

（TOT）、本邦研修等の様々な人材育成手法が適切に活用された。 
• プロジェクトチームはステアリング・コミッティ会議、頻繁なチーム会議、日々の

協働作業で緊密かつ友好的な情報共有・コミュニケーションを取っている。高レベ

ルのチーム内の相互理解と C/P の本プロジェクトへの関心が、チーム内の情報共有

とプロジェクト運営に係わる課題に関する議論をさらに誘発している。 
• 専門家チームは日本側の投入として、エジプト人ファシリテーターを 3 名配置し、

C/P と専門家との間の情報交換促進や、現地事情の理解に基づいたプロジェクト実施

上のアドバイスを得る等の工夫をしてきた。専門家チームに日本人とエジプト人の

両方を配置することにより、効果的な能力向上を実施することができている。 
• 先行技プロの SOP や NRW 活動に係る成果や経験が、本プロジェクトの基盤となっ

ている。SHAPWASCO 総裁への聞き取り調査によると、SHAPWASCO はシャルキー

ヤ県全体に先行技プロの成功経験を普及させる取り組みを行っており、現在、シャ

ルキーヤ県内の 60-70%の上水道施設で SOP に基づく施設の運営維持管理や NRW 削

減活動が行われている。先行技プロの実施以来、SHAPWASCO での成功例や経験が

ナイルデルタ地域の上下水道公社に広く紹介されてきた結果、本プロジェクト開始

時から GHAPWASCO と MCWW では、自身の能力向上への期待が大きく高まってい

た。本プロジェクトでは、SOP や NRW削減に係る手法が SHAPWASCO 職員によっ

て GHAPWASCO と MCWW に技術移転されており、同時に、SHAPWASCO 職員の能

力や知識も継続的に強化されている。SHAPWASCO 職員による OJT やワークショッ

プは実用的な知識やプロジェクト実施に係る技術的アドバイスを提供することがで

き、研修参加者から好評を得ている。同時に、本プロジェクトでは、公社間での効

果的な情報共有やコミュニケーションを促進しており、C/P の間で「連携と競争」の

適切なバランスを生み出している。さらに、上層部（プロジェクト・ディレクター

やプロジェクト・マネージャー）やすべての C/P の間に、本プロジェクトに対する

オーナーシップや高いコミットメントがあり、期待されている成果の発現に貢献す

る要因となっている。 
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5 項目 
評価項目 

結果 
大項目 小項目 

有効性 

 

3. 目標達成を阻

害した要因 
 

3-1. その他の阻害要因の影響はあるか（予算不足、デ

モなど）？  
上水道施設、特に選定されたモデル施設・地区に関する以下の事項が、本プロジェク

トの有効性と効率性の面でプロジェクト目標達成の阻害要因となったと指摘できる。 
• 効果的な設備設計という観点で C/P や専門家が理解に苦しむ「初期設計が不適切な

施設」が多くあった。そのため、本プロジェクトでは SOP 作成とそれに基づく運営

に係る能力向上を図る上で、多くの時間がこれら施設の改修や交換に費やされた。 
• 多くの場合、施設に関する図面、マニュアル、機材説明（書類）が存在せず、本プロ

ジェクト実施にあたり必要な図面や文書をゼロから作成しなければならなかった。 
• 水道公社職員は試運転が行われていた 1 年間に、通常は施設建設会社の責任の下で実

施されるごく基本的な施設運営維持に関する研修さえも受けていなかった。 
効率性 1. 日本側投入の 

適切さ 
1-1. 専門家の派遣人数、専門分野、派遣時期、派遣期

間は適切だったか？ 
 

本プロジェクトの開始から中間レビュー時までに合計 12 名の専門家が派遣された

（2011 年 5-12 月 29.96M/M、2012 年 1-9 月 19.95M/M）（ANNEX 2-1）。質問表・面接調査

によると、専門家の専門分野と能力は高く評価されているが、派遣期間と派遣時期が

少々、不適切だったとの声があった。大統領選挙の影響で専門家の活動が一時中断した

ことが一因であるが、専門家と C/P の双方が、新しい技術スキルを十分に教えたり学ん

だりするための時間が足りなかったと回答している。 
  1-2. 本邦研修における研修員受入れ人数、分野、研修

内容、研修期間、受入れ時期は適切だったか？ 
本邦研修には合計 15 名の C/P（内 4 名はマネジメント研修、7 名は SOP と NRW 削減研修、4

名が配水管理研修）が参加した（ANNEX 2-4）。本邦研修参加者はプロジェクト活動に積極的に

参加しており、中核職員として本プロジェクトを主導している。 
  1-3. 供与機材の質、量、時期は適切だったか？ 全体的に、適切な供与機材の投入が成果の発現に効率的に転換されていると評価できる。た

だ、配水管理分野では、エジプト側と日本側の想定していた機材が異なっていたことにより、実際

の機材調達と設置に遅れが生じた。同分野の機材に関しては、プロジェクト終了後の将来的なリ

アルタイム監視システムの運用を想定し、リアルタイム監視システムでも活用できる機材（テレメー

ター付流量計や水圧計等）とチャンバーがまもなく調達・設置される。配水管理活動への投入に

関するエジプト側と日本側の責任分担は 2012 年 7 月 5 日の両国間の議事録（M/M）で明確に

定義され、確認が取られている（ANNEX 2-3）。 
 
 

2. エジプト側 
投入の適切さ 

2-1. C/P の人数、配置状況（プロジェクト活動と通常業務

とのバランス）、プロジェクトへの参加意識・度合は

適切だったか？ 

HCWW、SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW から合計 47 名の職員が C/P として配

置された。C/P の内訳は下記の表の通りである（ANNEX 2-6）。 

 マネジメント SOP チーム NRW チーム WDM チーム 合計* 
HCWW 2 - - - 2 

SHAPWASCO 1 9 7 5 22 
GHAPWASCO 1 7 3 - 11 

MCWW 2 6 6 - 14 
*職員の中には 1 つ以上の役割を兼任している者がいるため、C/P 合計人数と本表に示

されている数値の合計は異なる。 
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5 項目 
評価項目 

結果 
大項目 小項目 

効率性 2. エジプト側 
投入の適切さ 

2-2. エジプト側による施設・機材の投入は適切だった

か？ 
 

GHAPWASCO と MCWW における SOP 活動のための施設の修繕や整備、水量計を設置す

るためのチャンバー建設が完了している（推定総額 161 万 LE）。配水管理機材用のチャンバー

と中央モニタリング室は中間レビュー時点で建設中である（推定総額 122 万 LE）。エジプト側の

投入機材は専門家との話し合いに基づいて決定されており、施設・機材の投入は概ね適切だっ

たと判断できる（ANNEX 2-7）。 
  2-3. エジプト側のプロジェクトの予算は適正規模だった

か？ 
エジプト側のプロジェクト予算は概ね適正だったと判断される。（ANNEX 2-7） 

 3. プロジェクト実

施体制の適切

さ 

3-1. 合同調整委員会（JCC）とステアリング・コミッティは

適切に機能しているか？ 
中間レビュー時点で、JCC が 3 回（2012 年 11 月 26 日開催の第 3 回 JCC を含む）とステアリン

グ・コミッティ会議が 5 回開催され、プロジェクトの進捗に関する日本とエジプト側の相互理解が

進んでいる。 

  3-2. プロジェクトチーム会議を含め、C/P と専門家の間の

コミュニケーション、情報共有は円滑に機能している

か？ 

プロジェクトチーム会議がほぼ毎月、それぞれの公社で実施され、SOP と NRW 活動の進捗等

の情報共有を行っている。本プロジェクトでは全般的に C/P と専門家の間で円滑なコミュニケー

ションと情報共有のメカニズムが機能している。 

 4. 他機関・プロジ

ェクトとの連携 
4-1. 他の機関・プロジェクトとの効果的協力があり、それ

によって効率性が向上したか？ 
エジプト国上下水道セクターに対しては、ドイツ開発銀行（KfW）、EU の近隣国投資機関

（Neighborhood Investment Facility: NIF）、フランス開発機構（AFD）、欧州投資銀行（EIB）が共

同で、資金援助及び技術支援（Improved Water and Wastewater Services Programme: IWSP）を

行っている。IWSP Phase 1（2009-2012）では、シャルキーヤ県とガルビーヤ県を含むデルタ地域

4 県での上下水道公社の能力開発支援を行っており、業務指標（PI）システムの導入や下水管

理改善を含む HCWW と水道公社の組織管理能力向上を行っている。本プロジェクトと IWSP は

プロジェクト開始当初に活動内容を調整し、活動・支援内容の棲み分けや情報交換を行ってお

り、適切な連携・協力が行われている。 
また、本プロジェクトでは、NRW 削減の JICA 技術協力プロジェクトを実施したヨルダン国水道

庁（Water Authority of Jordan: WAJ）との情報交換を実施している。本プロジェクトの C/P が 2012
年 10 月にヨルダン水道庁を訪れ、ヨルダンでの NRW 削減活動、特に給水装置接続事業者の

研修と認定システムについて、知見を深めた。 
 5. 効率性を向上

または阻害し

た要因 

5-1. 効率性を向上・阻害したその他の要因はあったか？ 本プロジェクトでは、現地の様々な事情に精通し、プロジェクト実施上のアドバイスや問題解決

を図れるエジプト人ファシリテーターを 3 名配置することで、エジプト側と日本側との間の円滑な

コミュニケーションを確保してきた。ファシリテーターの配置と活動は、密接なコミュニケーションと

情報共有のメカニズムを構築することに大きく貢献したと評価される。 
2011 年から 2012 年 6 月にかけては、政治情勢の不安定化と新政権発足への移行期間とな

り、当初の PO と APO で予定されていたプロジェクトの活動の中断が余儀なくされた。しかし、そ

のマイナスの影響は限定的であり、本プロジェクトは、これらによる遅れを取り戻すために、残りの

プロジェクト期間での活動促進を進めていると判断できる。     
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5 項目 
評価項目 

結果 
大項目 小項目 

インパクト 1. 上位目標の達

成見込み 
上位目標： 
「シャルキーヤ

県・ガルビーヤ

県・ミヌフィア

県において上水

道施設の運営維

持管理能力が向

上する。」 

1-1. 上位目標はプロジェクト終了後 3-5 年程度で可能

か？ 

指標: 
a. シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県

の全支所における業務指標（PI）が改善され

る。 
 

多くの C/P と専門家が上位目標の達成に一定の自信を示しているものの、本プロジェ

クトで期待されるインパクト発現の可能性と規模について見通しを立てることは中間レビ

ュー時点では困難である。プロジェクト目標がプロジェクト終了時までに達成されたとしても、上位

目標が達成するか否かは、主に 3 公社の内部及び 3 公社間での能力向上（人材育成）体制

がいかに効果的かつ効率的に機能するかにかかっている。 
本プロジェクトは各公社の中核となる技術職員を、浄水場、鉄マンガン除去施設、井

戸等の施設の技術職員に対する指導員として育成することに成功している。本プロジェ

クトで設計され一部、機能しつつある内部人材育成体制が、本プロジェクトのターゲッ

トであるモデル地区以外の技術職員に対する持続的な人材育成の、一層の展開と実施の

基盤となることが期待される。SHAPWASCO が先行技プロで向上した能力をシャルキー

ヤ県の（モデル地域以外の）他地域に普及させてインパクトを拡大させていること、ま

た、本プロジェクトがこれまで着実に成果を発現させつつあることを考えると、本プロ

ジェクトが将来、大きなインパクトを生み出す見込みは相対的に高いと考えられる。 
  1-2. 上位目標達成に必要な外部条件は満たされるか。

外部条件 
• 中央・地方政府の水道施設整備予算が適切に確保

される。 

最近の政治・行政システムの移行により、すべてのセクターで全体的な政府支出削減が行わ

れているが、中間レビュー時点で水道セクター開発に関する中央・地方政府による危機的な

予算削減を示す情報は確認されていない。2012 年 9 月には新政権が独立した水資源・下水道

省（Ministry of Water Resources and Wastewater Utilities）を設立しており、上水道セクターに係る

課題を解決し、継続的に向上させようとする中央政府のコミットメントが表れている。 
 2. その他 2-1. 当初予想しなかった正負の影響（エジプト側の人

材育成方針への影響、水資源政策への影響、民

間企業への影響など）はあるか？ 

• 本プロジェクトは 3 公社それぞれにおいて、異なる部署に所属する技術職員の間の効

果的なコミュニケーションと連携を高めた。各水道公社で、それまでになかった

SOP、NRW、配水管理の課題解決のための「部署を超えたチームワーク」により、効

果的な「協働」が生まれつつある。この動きは、より効果的な組織行動を促進し、本

プロジェクトのインパクトと持続性を高めることにつながると考えられる。 
• 本プロジェクトはまた、これまでに一度も他県の上水道施設を訪れたことがなかった C/P に

対して、他県の水道公社を訪問し、それらの上水道施設の現状と課題を理解させ、より

効果的な上水道施設の運営維持管理方法を話し合う機会を提供した。本プロジェクト

によって、多くの C/P が他県の水道公社の技術職員とのコミュニケーションと相互理

解を高め、プロフェッショナルなネットワークを形成することができたが、これは本

プロジェクトによって初めて実現したものである。 
• 本プロジェクトは対象の 3 公社だけでなく、ナイルデルタ地域の他の水道公社に対してもイン

パクトを与えている。オープンセミナーや特別ワークショップ等の開催により、SHAPWASCO、

GHAPWASCO、MCWW の連携による経験と知識が広範な関係者の間で共有され、SOP、

NRW 削減活動や漏水探知技術に関する重要性や意識の啓発を進めている。 
• GHAPWASCO の C/P の主導で、エジプトの民間漏水調査会社が 2012 年 9 月の「ナイルデル

タ地域合同 NRW ワークショップ」に資金支援をした。本プロジェクトの NRW 活動が、民間企

業の関心や参加を高める波及効果を生んでいると評価でき、民間セクターによる、効果的な運

転維持管理能力向上に関する、より大きなインパクトをもたらす可能性があると考えられる。 

付
属
資
料
2

A
2-10



5 項目 
評価項目 

結果 
大項目 小項目 

持続性 1. 政策・制度面 1-1. 上下水道公社間における協力や連携を促進する

体制が確立されているか？（確立されそう

か？） 

• 本プロジェクトにおける研修セミナー、ワークショップ、OJT は、3 県公社の本部職員

とモデル施設の職員がお互いの現状や課題に係る理解を深め、協力と連携を促進する

機会を提供してきた。水道公社間及び上水道施設間の連携を促進する制度的なメカニ

ズムは、本プロジェクトによってある程度、構築されてきており、残りのプロジェク

ト期間でさらに強化されていくことが期待される。 
• HCWW が水道公社間の連携と効果的な情報共有を促進する役割を担ってきたが、本プ

ロジェクトの成果を受けて、HCWW がこれをさらに促進していくための具体的な制度

メカニズムの構築を主導していくことが期待される。 
 2. 組織面 2-1. SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW の組

織・運営能力を継続的に強化していくための組織的

体制が構築されているか?（構築されそうか？） 

• 専門家の支援の下、SHAPWASCO 職員が現在、GHAPWASCO と MCWW の職員に対し

て、モデル施設の運営維持管理への SOP 適用と、NRW 削減活動の OJT を実施してい

る。この活動により、C/P が習得した知識や経験に対する自信を深めモチベーションを

向上させるとともに、プロジェクト実施に係るオーナーシップを醸成しており、内部

人材の活用による研修実施の好循環が始まっている。GHAPWASCO と MCWW の C/P
の中には、SOP と NRW のトレーナーになる強い意志と自信を抱き、向上した施設運転

維持管理能力を県内各施設や他県の水道公社に普及させたいと考える職員が多い。 
• SHAPWASCO は先行技プロ終了後、専門部署としての SOP 部と NRW 部を設置し、こ

の専門部署を通して積極的に技術普及に活動に取り組んでおり、先行技プロの組織的

持続性は高いと評価できる。本プロジェクトでは、GHAPWASCO と MCWW がすでに

SOP と NRW のタスクフォース・チームを設置して活動を行っており、将来、フルタイ

ムの専任職員を配置した正式な専門部署となることが予定されている。従って、組織

的体制が構築されていく見込みは比較的高いと考えられる。 
  2-2. プロジェクト終了後も、SHAPWASCO、

GHAPWASCO、MCWW がモデル地区・施設での上

水道施設の運営維持管理能力を強化するための人材

が十分に確保されるか？（されそうか？）  

• 多くの C/P が相対的に若く最近、採用された職員も多い。C/P の本プロジェクトに対す

るコミットメントとやる気から判断すると、毎年、各公社が一定の人数の技術職員を

採用していけば、効果的な運営維持管理能力を備える技術職員を十分な人数育成する

好循環を構築することは可能と考えられる。HCWW と 3 県公社の方針と予算規模にも

よるが、本プロジェクト終了後も各県の上水道施設の運営維持管理能力を維持・強化

していくための人材が十分に確保される見込みは比較的高いと判断される。 
 3. 財務面 3-1. プロジェクト終了後も、SHAPWASCO、

GHAPWASCO、MCWW が上水道施設の運営維持管

理能力を強化するための予算が十分に確保される

か？ （確保されそうか？） 

• 質問表・面接調査によると、専門家や C/P の中には中央政府補助金が打ち切られるこ

とや各県の広範な地域に適切な水道サービスを提供するための予算確保の難しさを懸

念する声がある。3 公社は SOP 適用、NRW 削減、配水管理を継続的に実施するための

十分な予算を確保するために、財務状況を強化していくことが必要である。本プロジ

ェクトのプロジェクト目標の完全な達成によって、各公社は、NRW 削減や上水道施設

運営維持管理能力の向上を通して、毎年の財務状況を徐々に改善していくこととな

り、彼ら自身による能力向上活動への再投資が可能になると考えられる。 
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5 項目 
評価項目 

結果 
大項目 小項目 

持続性 4. 技術面 
 

4-1. 中核となる人材は質量ともに十分に育成され、

SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW による県内

全支所における水道サービスの提供が期待できる

か？また、技術の定着・発展が期待できるか？ 

• 合計 13 回の研修セミナー・ワークショップが計 41 名の SHAPWASCO、

GHAPWASCO、MCWW 職員に対して実施されてきた。SHAPWASCO 職員によって実

施されたワークショップと OJT は、本プロジェクト実施に係る実用的な知識と技術的

なアドバイスを提供し、研修参加者から高く評価されている。研修講師候補はすでに

（講師として）SOP と NRW 研修を開始しており、技術移転システムと講師の能力は本

プロジェクト終了後も定着・発展することが期待できる。 
• 今後、3 県の全域（モデル地区以外の他地域）に技術移転を進めるための具体的なアク

ションプラン（行動計画）を作成することによって、今後の必要な活動が明確にな

り、本プロジェクトの持続性の向上を促進すると考えられる。 
  

 

4-2. エジプト側 C/P・スタッフだけで、機材の維持

管理・更新を技術的に行えるか？ 
• 質問表・面接調査によれば、本プロジェクトで導入された機材の維持管理・更新をエ

ジプト側 C/P・スタッフだけで継続的に実施することについて、C/P と専門家の双方が

かなり強い自信を見せている。 
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回　答 平均
Yes, Yes, No, Not その他 スコア

very much almost not much at all 　 （加重

3 2 1 0 - 平均）

I
(1)

0 8 2 0 0 1.80
0% 80% 20% 0% 0%

0 9 1 0 0 1.90
0% 90% 10% 0% 0%

3 4 1 0 2 2.25
30% 40% 10% 0% 20%
　　 　　 　　 　　 　　

(4)

6 3 0 0 1 2.67
60% 30% 0% 0% 10%

本プロジェクト全体の目的、デザイン（PDM）、担当業務を、全国上下水道公社
持株会社（HCWW）、シャルキーヤ県上下水道公社（SHAPWASCO）、ガルビー
ヤ県上下水道公社（GHAPWASCO）、ミヌフィア県上下水道公社（MCWW）をは
じめとする作業グループのメンバーやその他のC/Pはよく理解していますか？

●目的や活動内容の説明を何度も実施している。APOがPDMの活動にリンクしているため、C/P要員の各自が関わ
る点を理解している。
●特にGHAPWASCOのNRWリーダーは常に全国展開を意識して行動している。
●SOP活動は、SOPという文書を作成することが目標ではなく、最適な運転維持管理手法を学び、モデル施設以外
にも技術を展開するものであるという、基本思想を十分に理解している。理解はしているが、率先して活動の舵を取
るものがいない為、どうしても活動は、日本人頼りになってしまっている。（すべてを日本人がやってくれるだろうとい
う感を受ける。）

担当分野のC/P、スタッフとの共同作業、技術移転、コミュニケーション確保を緊
密かつ適切に実施できていると思いますか？

(2)

(スコア)

●選挙の影響によるプロジェクト中断期間があり、活動計画を若干見直す必要があったが、Annual Planに基づいた
計画的な業務の遂行が図れている。
●全体的には進捗が良いと判断するが、供与機材が少し遅れ気味である。
●インセンティブのある他の国際機関のプロジェクトに参加したり、C/P間の人間関係上の問題であったり個人的な
理由等によりC/Pが定着せず、技術協力プロジェクトの活動実施上の協力が得難いため、あまり計画通りに進んで
いない。

実施プロセス

●通訳・ファシリテータの活躍により適切に共同作業が実施されている。
●専門家の現地活動及び不在期間中、ファシリテーターや通訳によってC/Pとのコミュニケーションや不在期間中
のフォローアップが実施できており、ほぼ適切だと思われるが、C/Pの長期休暇など（特に専門家不在期間中の）に
より、緊密な作業やコミュニケーションの確保が実施できない場合がわずかにある。
　

●C/Pから積極的な提案を受けている。具体例は次のとおり（共にGHAPWASCOに関して）。
・流量計、水圧計の使用方法をマスターしたあと、井戸生産量を計測して効率の悪い井戸ポンプを抽出して総裁へ
報告、論理的に井戸施設の改善に役立てている。
・全国展開に向けたワークショップをC/P主催で行っている。
●C/Pのオーナーシップは確立されているが、従来の運営管理体制を変えて新しい運営管理体制を導入すること
の煩雑さやネガティブな偏見、固定観念が強いように感じられるため、プロジェクト活動の有効性や正のインパクト
が、C/Pの感じるネガティブなインパクトを上回れていない。実際に若い年代のC/Pは柔軟性があり新しい運営管理
体制やプロジェクト活動の有効性を理解して積極的に活動しているが、C/Pの多くが壮年期以上の年代であり、変
化を求めていないことが大きな理由として考えられる。C/Pの総帥らには、以前より継続的に若い年代のC/Pの確保
と関与をお願いしているが、実情は実現が難しい状況となっている。壮年期以上のC/Pの活動協力を図るため、丁
寧かつ簡便で図表などを駆使するなど、工夫している。
●C/Pが主体となって自分達で現状の課題を発見し、改善策を検討できるレベルにまでは至っておらず、まだ専門
家が段取りを行ってくれるのを待っている状況である。C/Pの自立性を高めるには、もう少し時間が必要であるが、
「自分たちが先頭に立っていかなければならない」という気持ちは多少見受けられるようになっているので、焦らず応
援して行く様、考えている。
●ほぼ確立されているが、時にC/Pが他の業務の都合により参加できないことや、自動車の不足により活動が滞るこ
とがある。各公社の資源をより一層活用できるようになると良い。

主要な理由・コメント

本プロジェクトの活動は計画通りに実施されていますか？

本プロジェクトに関し、C/Pによる運営管理体制は確立されていますか？(3)

付属資料 3:  日本人専門家に対する質問表・面接調査の回答集計結果

質問
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回　答 平均
Yes, Yes, No, Not その他 スコア

very much almost not much at all 　 （加重

3 2 1 0 - 平均）(スコア)

主要な理由・コメント
質問

8 2 0 0 0 2.80
80% 20% 0% 0% 0%

6 4 0 0 0 2.60
60% 40% 0% 0% 0%
　　 　　 　　 　　 　　

3 7 0 0 0 2.30
30% 70% 0% 0% 0%

　　 　　 　　 　　 　　

II

1

8 0 0 0 2 3.00
80% 0% 0% 0% 20%

(2)
6 1 0 0 3 2.86

60% 10% 0% 0% 30%

(6) プロジェクト活動を通じて、C/Pの意識・行動に変化が見られると思いますか？ ●他公社に先んじてテレメーターシステムを用いて配水管理を行うという新しい事へ夢を持って取り組んでいる。
●問題の原因追及や他部所との連携の必要性等に気づき、これまでの枠を超えるように物事を考えるようになって
きている。
●GHAPWASCOのモデル施設であるTantaElMelahia浄水場は、若手職員が多く、運営維持管理の技術・経験が不
足している。このため、専門家によるSOP適用以外に、他の浄水場から経験やスキルのある技術者を招いて、技術
の伝達を図ることをC/Pが独自に計画している。しかし、計画はするが、それを実行に移すまでの自主性は備わって
いないので、それはこれからの課題である。
 

本プロジェクトのデザインは、HCWWのニーズに合致したものですか？

妥当性

●SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWWの職員間でのワークショップ等を開催したり、相互にコミュニケーションを
図り連携した活動を実施できたりしているため、適切だったと考えられる。
●SHAPWASCOの前技プロの実績がGHAPWASCO、MCWWに活かされている。両公社に対してトレーナーとして
指導することでSHAPWASCOもまた能力が向上するので適切である。

5項目評価

(7)

C/Pへの技術移転方式/方法は適切だと思いますか？ ●専門家が提案する考え方や資料等を納得、理解して、場合によってはC/Pからの意見を取り入れて資料修正す
る等、適切な技術移転が実施されていると思われる。
●今後C/Pだけでなく各支所（マルカズ）からも更に積極的な参加があるとより良い。

本プロジェクトにおけるターゲットグループ（SHAPWASCO、GHAPWASCO、
MCWW 職員）の設定は適切でしたか？

C/Pは積極的にプロジェクト活動に参加し、課題解決に取り組んでいますか？

(5)

(1)

●GHAPWASCOは、非常に積極的である。MCWWは一部のC/Pは参加しないが、支所のC/Pは協力的であり、全
般的にはよい。
●GHAPWASCOのC/Pは主体的かつ積極的であるが、ミヌフィア県上下水道公社は水質管理担当のC/Pの変更等
により、あまり積極的な課題解決が出来ていない。
●積極的な参加が見られるが、時に事前準備や、各支所への充分な説明・指導、メータ読みなど継続作業の実施と
いった点にやや不十分な印象を受けた。自分自身がプロジェクトのマネージメントをしているという姿勢がさらにある
と良い。

<プロジェクト全体のデザインの妥当性について>
●SHAPWASCOで醸成された技術を近隣県に展開したいというHCWWのニーズに対し、日本人専門家だけではな
くSHAPWASCOを巻き込み、ひいてはSHAPWASCOが先駆的・主体的に技術移転活動を実施しているため、合致
しているものと判断される。
●SOP普及・NRW削減は、HCWWが最も力を入れている分野の一つであるが、なかなか普及が進まないのが問題
点。実績のある県の経験を活用しながら、近隣へ広めていく考えは、HCWWのニーズに合致している。なお、配水
アンバランスの解消が問題ではあるが、あまり手がつけられていなかった。先行事例としてシャルキーヤでパイロット
プロジェクトを実施することは、良い選択と考えられる。
<担当分野でのデザインの妥当性について>
●(漏水調査担当)NRW削減は多くの水道事業体でテーマとなっており、他の水道事業体・ギザ・アレクサンドリア・
レッドシー等の都市からこのプロジェクトの視察に訪問客がある。水道事業体のニーズは大変高いものと感じる。
●（配水管理担当）配水管理が殆ど出来ておらず、住民からの苦情があっても改善策がとられていない状況であり
プロジェクトとして適切である。
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回　答 平均
Yes, Yes, No, Not その他 スコア

very much almost not much at all 　 （加重

3 2 1 0 - 平均）(スコア)

主要な理由・コメント
質問

6 0 0 0 4 3.00
60% 0% 0% 0% 40%

6 1 0 0 3 2.86
60% 10% 0% 0% 30%
　　 　　 　　 　　 　

(5)
4 2 0 0 4 2.67

40% 20% 0% 0% 40%

6 2 0 0 2 2.75
60% 20% 0% 0% 20%

7 2 0 0 1 2.78
70% 20% 0% 0% 10%

本プロジェクトは最終裨益者であるプロジェクト対象給水区域内の住民ニーズに
合致していますか？

●安全で適切な水道水の提供としては、住民ニーズに合致していると判断する。
●安全で安定した水道水の適切な値段による裨益者への提供という観点（ニーズ）から見ると、モデル施設のコスト
削減や効率化は最終裨益者のニーズに、「安定・適切な値段」という点で合致するが、安全な水質という面では、配
水ネットワーク上で供給水の水質が悪化するという問題があることから、完全な合致には至らないと考えられる。

(7) 本プロジェクトの活動に関して上水道施設の運営維持管理における日本の経験
と技術の比較優位性があり、これを有効に活用できていますか？

●水道施設維持管理指針を明文化し、各水道事業体がそれに沿った形で実践していること。水道メータ交換の仕
組みに関しても罰則規定のある法律として管理運営しており、技術・制度ともに優位性は高い。
●彼らのできること、知っていることは、勘と経験である。そこに理論面で専門家がサポートすることで、有効な活動
が行えている。
●基本的には有効であるが、予算の関係で日本と同等の事が出来ないケースもある。例えば、水道メータの定期的
交換。これは今後の課題である。何が何でも日本と同じことを求めるのは違うという考えもある。

(4) 本プロジェクトのデザインは、GHAPWASCOのニーズに合致したものですか？ <プロジェクト全体のデザインの妥当性について>
●C/Pの参加意識、特にリーダーのラビア氏の意欲が高く、各支所への活動内容説明やアレンジメントに素晴らし
い手腕を発揮している。他のメンバーも共同作業に積極的に取り組んでおり、技術移転内容も、C/Pの理解度もプロ
ジェクトデザイン以上の結果が出ている。
●GHAPWASCOの水質管理分野の中核に位置する中央試験場では、独自にSOPを作成しようとしていた（着手）段
階であったが、本プロジェクトをきっかけにSHAPWASCOの事例やMCWWとの連携の下SOPを作成することができる
ため、ニーズに合致している。
●GHPAWASCOは浄水技術の改善を推進しようと考えているが、現状はトレーナーや推進者の不足から、計画の
展開が十分に図れていない。本プロジェクトの適用により、効率的な浄水場維持管理運営がC/Pを通じて実施され
ることを上層部は期待しており、本プロジェクトのデザイン設定は妥当である。
＜担当分野でのデザインの妥当性について＞
●(漏水調査担当)現状のNRW活動では家庭用メータの異常とも考えられる誤差が確認されている。またメータがな
いフラットレートの家庭からの水の無駄使いが見受けらる。GHAPWASCOでは1つとしてメータをこのプロジェクトに
供与できないとのことだが、そうであればプロジェクトエリア内のJICA側のメータの供与も検討の余地があったと思わ
れる。

(3) 本プロジェクトのデザインは、SHAPWASCOのニーズに合致したものですか？

本プロジェクトのデザインは、MCWWのニーズに合致したものですか？ ＜プロジェクト全体のデザインの妥当性について＞
●GHAPWASCO同様、これまでの習慣に基づく水質管理から脱却し、体系的な管理体制を確立したいというニー
ズに対して、SOPの作成等を含む本プロジェクトのデザインは、ニーズに合致している。
＜担当分野でのデザインの妥当性について（特記事項があれば）＞
●(漏水調査担当)プロジェクトを自分たちでコントロールして、自分たちでアレンジメントをしていくといった意識がや
や低く感じる。日本人に指示されたことをやるという姿勢から更に一歩前進してもらうための仕組み作りに今後取り組
んでいきたい。

(6)

<プロジェクト全体のデザインの妥当性について>
●上下水道公社の連携を通した人材育成強化という点で、SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWW合同ワーク
ショップやSOP作成会議等の活動が実施されており、SHAPWASCOのニーズに合致しているものと判断される。
●配水アンバランスの解消が急務なものの、原因追究を含め、手をこまねいていた。SOP・NRWの次の改善活動とし
て、ニーズに合致している。
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回　答 平均
Yes, Yes, No, Not その他 スコア

very much almost not much at all 　 （加重

3 2 1 0 - 平均）(スコア)

主要な理由・コメント
質問

2

7 1 0 0 2 2.88
70% 10% 0% 0% 20%
　　 　　 　　 　　 　

5 2 0 0 3 2.71
50% 20% 0% 0% 30%
　　 　　 　　 　　 　

5 1 0 0 4 2.83
50% 10% 0% 0% 40%
　　 　　 　　 　　 　

5 0 0 0 5 3.00
50% 0% 0% 0% 50%

4 0 0 0 6 3.00
40% 0% 0% 0% 60%

●シャルキーヤ県では漏水調査プロジェクトが自発的に実施されている。そういった方向性がガルビーヤ・ミヌフィー
ヤに波及する可能性は極めて高い。
●まだ、数値化はできていないが、分析力、漏水探査能力は習得してきている。今のペースでいけば問題ないと考
える。
●GHAPWASCO/MCWWでは、本格的なOJT活動を開始した直後であり、目に見える活動の成果は表れていな
い。一方、SHAPWASCOでは、先行技プロで得られた成果を独自に発展（直接ろ過施設へのSOP適用や運転記録
の改善）させて行こうとしている。SHAPWASCOの事例をうまくGHAPWASCO/MCWWに移管していくことが出来れ
ば、プロジェクト目標は達成するものと考える。

プロジェクト目標の「シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル地区・
施設において上水道施設の運営維持管理能力が向上する」はプロジェクト終了
時（2014年3月）までに達成されると思いますか？

有効性

●SOPに基づくモデル地区のWDM：　機材が設置できていないので、SOP作成には至っていない。しかし、第三年
次の活動として実施・達成可能である。
配水能力の課題提案：　これまでの活動で、配水池有効利用、井戸の活用方法等の課題が明確化してきている。第
三年次に機材で水量・水圧を計測することで、具体的提案が可能になる。

(3)

成果3（シャルキーヤ県上下水道公社の無収水削減に係る技術・経験がガル
ビーヤ県・ミヌフィア県のモデル地区の職員に移転される。）はプロジェクト終了
時までに達成されると思いますか？

成果4（先行事例として、シャルキーヤ県上下水道公社の配水管理に係る能力
が強化される。）はプロジェクト終了時までに達成されると思いますか？

(5)

成果2（シャルキーヤ県の事例を参考に、ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施
設において運転・維持管理に係るSOPが作成・運用される。）はプロジェクト終了
時までに達成されると思いますか？

●現在「SHAPWASCOのSOPを基にガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設のSOPを作成する」および「ガルビー
ヤ県・ミヌフィア県のモデル施設において、SOP運用に係るOJTを実施する」活動を並行して実施している。SOPに
基づくOJTは2012年9月下旬より開始されたため、十分な活動成果は未だ得られていない。しかし、活動を通じた成
果が徐々に表れてくれば、C/Pのやる気は更に向上し、自主的な活動意欲も芽生えてくると期待している。
●PDMの指標の1つであるSOPに従ったモデル施設の運転・維持管理は、現在実施中であり、その他の指標も今後
の活動内で達成できるものと考えられる。阻害要因としては、先述の通り、新しい運営管理体制を導入することの煩
雑さやネガティブな偏見、固定観念によるモデル施設のC/Pの協力拒否が挙げられる。その改善方法としては、3県
合同WSの開催による継続的な説明や合同WS等における各水公社の総裁・副総裁からのトップダウンの業務指示
が、一つの方法として考えられる。

●シャルキーヤでは漏水調査プロジェクトが継続されている。その漏水防止活動のための予算取り、人員配置の効
果は明確である。
●現在のように、メーターのチェックや漏水探知・修理を続けることでNRW削減は可能である。阻害要因として、修
理費用の負担が考えられる。したがって、専門家は、漏水探知の際の修理費捻出を働きかける。
 

(1)

●それぞれの活動に積極的関与するC/P要員が3名以上いるので、3名のトレーナー認定は可能と考えられる。中
間時期までに12回のセミナー・ワークショップ類のイベントを実施しているため、20回のイベント実施は可能と考えら
れる。
●特にガルビーヤ・ミヌフィーヤ県はお互いのプロジェクト進捗を気にかけており、それを励みに活動をしている。ア
ハマドラビア氏が中心となって、プロジェクトを進め、各マルカスとセミナーを開催し、そういった活動がMCWWにも
好影響を与えている。
●SHAPWASCOの技術者・職員自身が主体となり、セミナーやワークショップを通じて先行技プロの経験を
GHAPWASCO/MCWWに移管して行くことで、C/Pチームメンバーの企画力、計画力、実行力、分析能力が向上し
ていくと考える。

(2)

(4)

成果1（シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県において上下水道公社の連
携を通した人材育成が強化される。）はプロジェクト終了時までに達成されると思
いますか？

付
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料
3
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回　答 平均
Yes, Yes, No, Not その他 スコア

very much almost not much at all 　 （加重

3 2 1 0 - 平均）(スコア)

主要な理由・コメント
質問

8 2 0 0 0 2.80
80% 20% 0% 0% 0%
　　 　　 　　 　　 　

5 2 0 0 3 2.71
50% 20% 0% 0% 30%
　　 　　 　　 　　 　

3
(1)

4 5 1 0 0 2.30
40% 50% 10% 0% 0%

(2)

2 3 0 0 5 2.40
20% 30% 0% 0% 50%

(3)

2 2 0 1 5 2.00
20% 20% 0% 10% 50%

●限られた予算と受入機関リソースの中で、適切な内容・機関・スケジュールで実施している。プロジェクトには十分
なものと考えられる。しかし、研修員の中には大学院のような内容を期待している者もいるため、期待と現実にある
ギャップを指摘されることがある。
●研修内容、期間、受入時期等は他のプロジェクト等と比較しても適切だと思われる。ただし受入人数については、
限られた予算内でHCWW、SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWWとC/P機関が多く、また分野が複数に分かれる
ため各県、各分野から1名ずつにならざるを得ず、非常に適切だったとは言い難い。特にSOPとNRWについては、
各県2名ずつとした方が、研修後にC/Pが実施すべきアクション等を各県の研修参加者間で議論・情報共有したり、
研修に参加していないC/Pへの情報共有もより深まったりしたのではないかと思われた。

●成果とプロ目は、しっかりとリンクしていると考えられる。したがって、O&M活動で得られる範囲での改善・効率化
が可能である。しかし、無償資金協力ではないので、大々的に施設リハビリに手を入れられない。したがって、施設
そのものの効率や精度に係るものの改善は難しいと考えられる。
●プロジェクトの成果以外にも、浄水場職員の思考や感情を理解して活動を共にすることで、目に見えない「意識改
革」を行う事が非常に重要であると考える。
●計測、データ分析での改善策がＯ＆Ｍでの範囲なら良いが、大々的な改善策が必要になった場合には厳しいも
のがある。

成果の達成によってプロジェクト目標の達成につながると思いますか？(6)

日本への研修員(本邦研修)の受入人数・研修内容・研修期間・受入時期はこれ
まで適切でしたか？

これまでの専門家の派遣人数、専門分野、派遣期間、派遣タイミングは技術移
転のために適切でしたか？

プロジェクト目標達成に必要な外部条件（「エジプト政府の上水道運営に関する
政策が大幅に変更されない」）は満足されると思いますか？

●モルシ政権下、上下水道省が新設された。大臣は元HCWW総裁で、前回のシャルキーヤプロジェクトのプロジェ
クトディレクターであった。上下水道庁、MCWWの施策は一貫していると考えられる。
●上下水道運営に関する情報は多くないが、今後の企業経営体制について独立採算制など合理化が求められる
可能性はあると思うが、政府がサポートしていく公共的な役割は必ず残るはず。
●新政権をもう少し注視する必要がある。

●プロジェクト目標達成のための活動工程を勘案しつつ、プロジェクト総括が各分野の専門家による活動進捗状況
等を各専門家と確認しながら活動を実施しているため、適切であると判断される。
●適切であったと感じる。しかしながら、日本人専門家の不在時には活動のスピードにやや遅れが見られる。特にプ
ロジェクト後半は公社によるイニシアチブをさらに発揮していって欲しい。
●活動が3県に跨って行われるため、現状のアサインだけでは、活動時間がやや不足していると感じる。1回の派遣
期間を長くする、他のSOP団員との重複期間を多くとる、等の調整が必要であったのではと今更ながら考えている。

(7)

効率性

本邦研修に参加したC/Pが、研修で得た知識やノウハウを研修に参加していな
いスタッフと適切に共有していると思いますか？

●浄水場や、維持管理についてはセミナー等で情報共有がなされている。普段の会話からは、日本の印象として、
水道局内・セミナーについても時間厳守であることや、工事の安全対策が実施されていること等が研修員の印象に
ある。そういった小さな日本「文化」に近い部分もさらに共有していって欲しい。
●研修成果をセミナー類で発表する等、研修員は知識・経験の伝達に努めている。可能な範囲内で、情報共有が
進められている。しかし、現実に日本の施設を見た人間と聞かされる人間では、理解の深みや衝撃に違いがある。
予算的困難はあるが、可能であれば、より多い人数（3～5倍程度）での本邦研修で、多くの人々に衝撃を受けてもら
うことが望ましい。
●本邦研修に参加したC/Pが辞めてしまったりした影響もあり、研修で得た知識やノウハウが他のC/Pには全く共有
されていない。本邦研修を行った職員は、プロジェクトへの参加を強制する等の対策を各公社が打たない限り、改
善されないと考える。

付
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回　答 平均
Yes, Yes, No, Not その他 スコア

very much almost not much at all 　 （加重

3 2 1 0 - 平均）(スコア)

主要な理由・コメント
質問

2 6 1 0 1 2.11
20% 60% 10% 0% 10%
　　 　　 　　 　　 　

(5)

2 5 0 1 2 2.00
20% 50% 0% 10% 20%

(6)

0 8 0 0 2 2.00
0% 80% 0% 0% 20%

3 4 0 0 3 2.43
30% 40% 0% 0% 30%

6 1 0 0 3 2.86
60% 10% 0% 0% 30%

●WDMは専門部署が設置されており、毎日活動を実施している。本プロジェクトへの参加意識も高い。
●井戸管理全般に関わる担当は各公社とも一人しかおらず、しかも、広い県の井戸ステーション全部を管轄する立
場にある。従って、参加意識があったとしても実務の対応のために参加できない等が発生することがある。
●SOP・NRWの専任部所の設置が不十分であり、他業務の兼任が見られる。プロジェクトへの参加意識はあるもの
の、毎日の活動に従事できない者もいる。したがって、専任部所の早期確立が課題である。SHAPWASCOでは、
WDM部が設置され、専任メンバーが毎日活動している。
 

(7)

●SOP・NRWに係るものは、質と量の面で適切に実施されている。しかし、スケジュール面で遅れたものもある。遅れ
へは、活動の密度を上げることで対応している。なお、SHAPWASCOの漏水探知訓練ヤードでの訓練を計画してい
るが、故障中である。SHAPWASCOでは、修理を急いでいる。（これまでに、一回、訓練ヤードでの活動ができた。）
WDMに係る施設（機材据付準備）は、目下、整備中である。このスケジュールは、機材据付前に終わる予定である。
●NRW活動に関して、MCWWでは活動に利用できる移動手段「自動車」の不足が、活動に遅れをもたらしている。
JICA車以外についてもエジプト側から協力が得られるとさらに状況は改善されると感じる。

(4)

●SOP・NRWに係る機材は、量・質・時期等の面で適切に調達された。WDMについては、パイロットプロジェクトの内
容と機材の計画面で、JICAとSHAPWASCO間の合意が遅れ、機材調達が第二年次当初計画より、約半年の遅れが
出ている。この遅れは活動の効率化を図ることで対応する。
●漏水探査機器類は適切に導入された。一方、全県展開にあたっては、現在の数量では不足している。少なくとも
追加で漏水探知機と音聴棒が必要と思われる。また、ピックアップが１台しかないため、活動に際し、専門家の車両
を手配するのに苦労した。C/Pは追加で活動用の車両を用意すべきであるが、運転手の問題等で常時手配するの
は難しかった。
●各県公社の担当者は、地下水位の変化（全般的な低下や灌漑による時期的な低下）について関心を持ってい
る。これまで観測した結果を今後、取りまとめることになるが、この作業を共同でやることにより、継続した地下水位観
測の結果を地下水の有効、安定利用にどう役立てるかを彼ら自身がアイデアを出してくれることを期待している。

●SOPを適用する為に必要な、最低限の施設のリハビリを実施。SOPモデル施設として、施設状態の良い施設を選
定したが、維持管理不足の影響から、リハビリ対象とする機器が想像した以上に多くなってしまったこと（公社負担額
が増加したこと）は事実であるが、ほぼ妥当な負担と考える。
●無収水収支分析活動に必要な「家庭用メータ」についての予算が必要であったかと感じる。パイロットサイトにメー
タが無いフラットレートの家庭があることがプロジェクト前にわかれば、JICAで準備することも一案だったのではない
か。現地水道局からはたとえプロジェクト実施期間だけであってもメータについて負担することはできないと、負担は
見送られている。
●C/P側による車両の手配をもう少し積極的にしてほしかった。予算の問題ではなく、ドライバーの確保が難しかっ
たようだ。

C/Pの人数・配置状況（他業務との兼任状況含む）、プロジェクトへの参加意識・
度合はプロジェクト実施にあたって適切でしたか？

日本側供与機材の種類・量・質・利便性・設置時期はプロジェクトの効率的な実
施のために適切でしたか？

エジプト側供与の施設、設備の質・規模等はプロジェクトの効率的な実施のため
に適切でしたか？

合同調整会議（Joint Coordinating Committee：JCC）やステアリング・コ

ミッティー（Steering Committee）はプロジェクトの効率的な運営管理に役

立っていると考えられますか？

日本とエジプト側双方のローカルコストの負担額・内容はプロジェクトの効率的な
実施のために適切でしたか？

(8) ●プロジェクトの進捗や問題点を共有する場として、非常に有益である。
●情報共有・調整のための公式会議（ミニッツを残すもの）として役立っている。
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回　答 平均
Yes, Yes, No, Not その他 スコア

very much almost not much at all 　 （加重

3 2 1 0 - 平均）(スコア)

主要な理由・コメント
質問

7 2 0 0 1 2.78
70% 20% 0% 0% 10%

2 2 0 1 5 2.00
20% 20% 0% 10% 50%
　　 　　 　　 　　 　

4
(1)

4 4 1 0 1 2.33
40% 40% 10% 0% 10%

4 1 2 0 3 2.00
40% 10% 20% 0% 30%

(3) ●GHAPWASCOのNRW活動活性化と実績は、「エ」国内の漏水調査会社の興味を引いた。この結果、2012年9月
にGHAPWASCOが呼びかけた「ナイルデルタ地域合同NRWワークショップ」に対し、当該漏水調査会社が資金的
支援をした。これは、NRW活動活性化に関係する民間会社の活性化に連絡することを証している。本邦研修で市
民啓発に係る日本の活動が紹介された。これにより、住民協力による水利用の効率化やサービス維持のための資
金的理解の必要性が注目された。HCWWや各県公社の住民啓発活動改善意識を向上させた。
●本プロジェクトによって直接生じたインパクトではないが、少なくとも本プロジェクトのSOPに係るC/Pの年齢構成や
職員間の人間関係等に問題があることが明らかとなった。

インパクト

(2) ●中央政府からの助成金がなくなったため、将来の予算措置に懸念がないと言うと嘘になる。しかし、これまで、プロ
ジェクトに必要な費用は捻出された。したがって、本プロジェクトと同様のペースでの能力開発は可能と考えられる。
●先行技プロ及び本プロジェクトを通して、必要な予算は確保されてきているため、今後もプロジェクト期間に渡って
確保されると思う。
●SHAPWASCOのＷＤＭに関しては、総裁のリーダーシップ次第であると感じる。
 

プロジェクト成果分野（上下水道公社の人材育成、SOPの作成・運用、職員への
技術移転、配水管理能力強化）以外で、本プロジェクトがもたらした正・負のイン
パクトはありますか？

他の機関やプロジェクト、ドナー（USAID、GIZ、EU等）との効果的な連携があり、
プロジェクトがより効率的に実施できましたか？

(9)

上位目標達成に必要な外部条件（「中央・地方政府の水道施設整備予算が適
切に確保される」）は満足されると思いますか？

●特に、活動項目が多いGHAPWASCOとMCWWにおいて、総裁とチーム要員の情報共有および問題解決場所と
して役立っている。
●各分野の活動実施上の課題点等をC/Pと専門家で、効率的な活動実施や課題解決方法に繋がっていると判断
する。

本プロジェクトの上位目標（シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県において
上水道施設の運営維持管理能力が向上する。）はプロジェクト終了後3－5年程
度で達成可能だと思いますか？

(10) ●EUのIWSPとは、SOP・NRWというキーワードで重なる箇所がある。しかし、プロジェクト開始当初で内容や範囲調
整をし、調和を図っている。以下が主なもの。
・IWSPは、NRWの戦略やマスタープラン等の面に注力する。一方、JICAは漏水探知や実測等の現場レベルの活動
に注力する。
・IWSPは、下水処理施設のSOPに注力する。一方、JICAは上水道施設のSOPに注力する。
 

プロジェクトチームミーティングはプロジェクトの効率的な運営管理に役立ってい
ますか？

●SOPについて言及すると、C/Pおよび県内の他施設の職員の肯定的かつ協力的な関与が前提条件の一つとして
挙げられるが、現状の指標達成状況やC/Pのオーナーシップ、各水道公社及び県下の他施設との連携状況等を踏
まえると、目標通り達成できるものと判断される。
●GHAPWASCOにおいては全県展開に向けて動き出している。
●プロジェクト期間中に専任部所を設置することにより（SHAPWASCOのWDMは設置済み）、県下の他施設・エリア
に拡大させることができる。これは、公社の能力が向上するということである。予算的制約もあるため、施設・機材等
を3－5年間で県下一斉整備には難しいものもある。ただし、ノウハウ等の面での能力向上・適用範囲拡大が可能で
ある。
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回　答 平均
Yes, Yes, No, Not その他 スコア

very much almost not much at all 　 （加重

3 2 1 0 - 平均）(スコア)

主要な理由・コメント
質問

5

4 1 0 0 5 2.80
40% 10% 0% 0% 50%
　　 　　 　　 　　 　

3 2 0 0 5 2.60
30% 20% 0% 0% 50%

7 2 0 0 1 2.78
70% 20% 0% 0% 10%

5 2 1 0 2 2.50
50% 20% 10% 0% 20%

5 2 1 0 2 2.50
50% 20% 10% 0% 20%

●SOP及びNRW活動の定着は、HCWWも重要視しており、活動への支援が期待できる。SHAPWASCOは、前プロ
ジェクト完了後、すぐにSOP部、NRW部及びWDM部を設置し、活動に取り組んでいる。このことから、組織的体制に
ついては構築されていくと判断する。
●水質管理の分野に関して言えば、HCWW等による定期的な職員の研修が行われているため、本プロジェクトで技
術移転された内容を包含した研修を実施することで、さらなる組織・運営能力の継続強化が達成されると考えられ
る。
●NRWに関しては　家庭用水道メータ管理、「実測」に根差した配水管理までを含めて水道施設全体的に改善に
取り組むような組織体制が重要になる。「漏水防止」だけがNRWではない。
●これまで述べているように、SOP・NRWの専任部所を設置することで、効率的な能力強化が図れると考えられる。
また、特にSOP・NRWは、HCWWの当面の重要課題であるため、HCWWからの強い指示も能力強化に連絡すると
考えられる。

●特にGHAPWASCOでそう感じる。リーダーが明確なビジョンを備えている。SHAPWASCOと連携すれば更なる期
待が持てる。MCWWは、リーダーとなる人物の育成が必要かも知れない。
●SOPのC/Pの状況から判断すると、施設の運転・維持管理に係る職員の高齢化に懸念を抱いており、その部分の
改善が見込まれないと、移転技術の定着や発展が期待できないと思われる。
●認定指導者等の中核となる人材を待遇面で優遇する制度があれば（現状あるかどうかは知らないが）良いと思う。

(1)

(5) ●担当分野で井戸部門に限ると、中核となる人材が各公社とも1名しかいない。井戸ステーション管理も含めたSOP
専任部所が設置され、公社内で技術移転が県内全支所に対して実施できれば水道サービスの向上に期待できると
思う。
●モデル施設の職員には若手も多く、若手が中心となり運営維持管理能力を強化することは可能と考える。しかし、
職員からは給与・待遇面での不満も聞かされており、職を離れるものが多くなると、技術力の低下が再燃する可能性
もあると考える。

プロジェクト終了後、SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWWがモデル地区・施
設を含めた全支所での上水道施設の運営維持管理能力を強化するための人材
が十分に確保されていくと思いますか？

(2)

(4) プロジェクトにおいて中核となる人材が質量ともに十分に育成され、移転技術が
定着・発展して、SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWWによる県内全支所にお
ける水道サービスの向上が将来、期待できると思いますか？

SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWWからHCWWやその他関係組織へ各公
社に関する情報が効果的かつ定期的に発信される仕組みが構築されている、ま
たは今後、構築されていくと思いますか？

上下水道公社間における協力や連携を促進する体制が確立されている、または
今後、プロジェクト期間中に確立されていくと思いますか？

(3)

自立発展性

●前記の会議・セミナー・ワークショップ類での情報交換が実施されている。口述やプレゼンテーションが中心であ
るものの、「エ」国人のコミュニケーションの取り方を考慮すると、有効な手段と考えられる。
●他ドナーとの関連は不明だが、公社間の意見交換はプロジェクト実施前にあまり行われなかった動きである。他公
社の活動がお互いに刺激になっている事は間違いないと考える。また、そういう機会を作り出せる環境を今後もプロ
ジェクト内で構築していきたい。

SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWWの組織・運営能力を継続的に強化して
いくための組織的体制が構築されている、または今後、構築されていくと思いま
すか？

●同じ活動を同じ期間に実施することで、GHAPWASCO・MCWW両公社については良い仲間意識が芽生えてお
り、ワークショップなどで問題点を共有することにより、さらに連携が深まっている。
●すでに各県公社の総裁を集めた総裁会議が定例化しており、各県の実績や試みの情報共有が実施されている。
ドナー案件を含み、各県の改善活動は、他県関係者も招待したセミナーやワークショップで紹介・意見交換されて
いる。ドナー案件は、基本的にHCWWで調整される。したがって、HCWWを通したドナー調整が実施される。
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回　答 平均
Yes, Yes, No, Not その他 スコア

very much almost not much at all 　 （加重

3 2 1 0 - 平均）(スコア)

主要な理由・コメント
質問

(6)

1 4 2 0 3 1.86
10% 40% 20% 0% 30%

3 6 0 0 1 2.33
30% 60% 0% 0% 10%

6
その他の意見

（注）　・　質問表回収数は計10名。

　　　　・　平均スコア（加重平均）の計算においては、「その他」の回答（数）をカウントしていない。

　　　　・　「主な理由・コメント」欄は質問表調査の回答に加えて、専門家に対する個別面接調査（5名）のヒアリング内容を含んでいる。なお、コメント欄は各専門家の個人的見解が中心で

　　　　　あり、特定技術移転分野に特化した専門家もいるため、プロジェクト全体の状況・課題を必ずしも十分に理解した上でのコメントではない可能性がある点に留意が必要である。

技術面において、SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWWの職員だけでプロ
ジェクト終了後も機材の維持管理・更新を実施していくことが可能だと思います
か？

自立発展性を向上または阻害するであろうと考えられる特記すべき要因があれ
ばご記入ください。

●現況でも実施しているため、問題はないと判断される。
●SHAPWASCOでは、先行技プロ後も独自に機材の維持管理・更新を継続的に実施している。本プロジェクトの成
果として、GHPAWASCO/MCWWも同様の事ができるものと考える。
●現時点で管理は厳格に行われている。一方、機材の責任の所在が個人に置かれるケースがある。組織としての
管理体制を求めている。

●今後経営の効率化が必ず重要な課題になる。そのための投資が必要であり、無収水はその名前通り収入に直結
する。予算が必要であることは水道事業体にも理解されていると感じる。
●重要事項であるため、予算措置努力を各県公社が実施すると考えられる。しかし、中央政府助成金がなくなった
ことは懸念事項である。
●予算配分に関しては不明点が多い。
●SHAPWASCOのWDMに関しては、総裁のリーダーシップ次第と考える。

●エジプトの家庭用水道メータの誤差率は大変高い。正確な配水量分析には給水量を測定する必要があるが、このプロジェクトの場合はメータ誤差からの推測値とならざるを
得ないことを共通理解とする必要がある。
●井戸管理（井戸ステーション）のSOPについては、１１月から開始するため、C/Pがこの作業にあたってどのような気心で対応してくるか、測りかねるところがある。
これまでの派遣時には、MCWWは積極的、GHAPWASCOはやや積極性に欠けるところが見受けられた。既存のプロジェクトを実施しているSHAPWASCOのC/Pの経験に基づ
いた指導・アドバイスを適宜活用しながらMCWW、GHAPWASCOにおいて、効率的、効果的に井戸および井戸ステーションを運営・維持管理するためのSOP作成を行い、両
社のC/Pへの技術移転、意識改善を行ってゆく予定である。
●水源の汚染について、ゴミのポイ捨てをやめる、飛散しないようなゴミの出し方に改めるなど、住民の意識が向上すれば良いと思う。

(8) ●漏水件数が多くないことで、効率が悪いと感じられる。CPには漏水量が大事な要素であり、漏水量が多いことが
将来にわたっての損失であることと理解してもらいたい。
●GHAPWASCO/MCWWの運営体制を見ると、トップダウンで管理されていると感じる部分が多々ある。これが職員
の自主性の発展を阻害する一因と考える。
●公社全体が井戸管理について関心が低い。C/Pが井戸管理について高い関心・改善してゆく意識を持ったとし
ても、公社の意識が変わらないと自立発展は難しいと思う。
●助成金がなくなったことで、公社収入は基本的に上下水道料金になる。歴史的・政治的に低く抑えられてきたた
め、助成金なしでは、改善活動が難しくなる恐れがある。料金改定等の政治的措置が必要であろう。

プロジェクト終了後、SHAPWASCO、GHAPWASCO、MCWWが全支所での上水
道施設の運営維持管理能力を強化するための予算が十分に確保されていくと
思いますか？

(7)

その他
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